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特
集：

新
世
紀
を
拓
く
港
湾
の
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
　

北
海
道
港
湾
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
北
海
道
は
、
本
州
や
海
外

と
の
物
流
を
海
上
輸
送
に
大
き
く
依
存
し
、
そ
の
核

と
な
る
港
湾
の
役
割
は
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
北
海
道
開
発
局
港
湾
空
港
部
は
、
近
年
の
港
湾

を
取
り
巻
く
情
勢
に
大
き
な
変
化
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
十
四
年
四
月
に
新
た
な
時
代
に
お
け
る
港
湾
の

役
割
と
長
期
的
な
展
望
を
示
す
「
21
世
紀
の
北
海
道

港
湾
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
描
か

れ
て
い
る
港
湾
整
備
を
進
め
る
上
で
必
要
と
さ
れ
る

技
術
開
発
を
具
体
的
に
と
り
ま
と
め
、
迅
速
か
つ
効

率
的
な
推
進
の
た
め
「
北
海
道
港
湾
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
平
成
十
四
年
度
中
に
策
定
予
定
で
す
。

と
り
ま
と
め
に
あ
た
っ
て
は
、
上
位
計
画
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
る
①
新
世
紀
港
湾
ビ
ジ
ョ
ン
「
暮
ら

し
を
海
と
世
界
に
結
ぶ
み
な
と
ビ
ジ
ョ
ン
」（
国
土

交
通
省
港
湾
局
　
平
成
十
二
年
十
二
月
）、
②
新
世

紀
の
港
湾
を
拓
く
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
「
暮
ら
し
、
海
、

世
界
、
そ
し
て
技
術
」（
国
土
交
通
省
港
湾
局
　
平

成
十
三
年
五
月
）
を
十
分
に
意
識
し
つ
つ
作
業
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
上
、
③
「
21
世
紀
の
北
海
道
港
湾

ビ
ジ
ョ
ン
」
で
描
か
れ
る
北
海
道
内
港
湾
の
近
未
来

の
姿
を
捉
え
た
上
で
検
討
を
進
め
ま
す
。

表
―
１
に
北
海
道
港
湾
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て

と
り
ま
と
め
を
予
定
し
て
い
る
具
体
的
な
技
術
開
発

目
標
と
課
題
を
示
し
ま
す
。

技
術
開
発
事
例

北
海
道
で
は
一
九
九
三
年
か
ら
一
九
九
四
年
に
か

け
て
釧
路
沖
地
震
（
Ｍ
七
・
八
）、
北
海
道
南
西
沖

地
震
（
Ｍ
七
・
八
）
及
び
北
海
道
東
方
沖
地
震
（
Ｍ

八
・
一
）
が
発
生
し
ま
し
た
。
地
震
発
生
後
の
重
力

式
岸
壁
に
お
け
る
調
査
で
、
背
後
地
盤
が
液
状
化
し

た
岸
壁
は
岸
壁
本
体
の
滑
動
及
び
エ
プ
ロ
ン
の
沈
下

等
大
き
な
被
害
が
見
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
液
状
化

対
策
を
実
施
し
た
岸
壁
で
は
被
害
が
最
小
限
に
抑
え

ら
れ
、
港
湾
機
能
が
保
持
さ
れ
た
と
い
う
貴
重
な
事

例
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

前
記
被
害
特
性
を
解
明
す
る
た
め
、
振
動
台
模
型

実
験
等
に
よ
り
非
液
状
化
及
び
液
状
化
の
ケ
ー
ス
で

の
ケ
ー
ソ
ン
加
速
度
、
作
用
土
圧
及
び
変
位
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
非
液
状
化
の
場
合
は
ケ
ー
ソ
ン
の
慣

性
力
波
形
と
水
平
土
圧
波
形
が
逆
位
相
に
な
の
に
対

し
て
、
液
状
化
発
生
時
に
は
同
位
相
（
図
―
１
参
照
）

と
な
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
室
内
実
験
で
は
裏

込
土
と
し
て
用
い
た
土
粒
子
の
相
似
率
や
装
置
の
関

係
よ
り
境
界
領
域
を
十
分
広
く
取
れ
な
く
現
象
を
再

現
し
づ
ら
い
こ
と
か
ら
、
釧
路
港
西
港
区
第
四
ふ
頭

の
護
岸
堤
体
や
背
後
地
盤
に
各
種
計
測
器
を
備
え
付

け
（
図
―
２
参
照
）
実
物
大
の
現
地
実
証
実
験
の
実

施
に
よ
り
詳
細
な
デ
ー
タ

取
得
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
総

合
的
に
解
析
検
討
し
、
重

力
式
岸
壁
に
お
け
る
新
た

な
耐
震
設
計
法
の
確
立
を

進
め
て
い
ま
す
。

●
北
海
道
開
発
局
　
北
海
道
港
湾
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
及
び
技
術
開
発
事
例
　

■
北
海
道
開
発
局

港
湾
空
港
部

港
湾
建
設
課

港
湾
技
術
係

上
田
裕
章

図－２　観測機器配置図（平成13年度観測開始）

図－１　振動台模型実験結果

表－１　技術開発目標と課題（案）

【目標Ⅰ】海上輸送交通機能の飛躍的発展を目指す技術開発
①ＩＴを活用した輸送の高度化
②新しい姿を実現するための先駆的取り組み
③荷役の安全性確保
④北東アジア地域との交流
⑤円滑な水産物流通への貢献

【目標Ⅱ】沿岸域の持続可能な発展を支える技術開発
①良好な沿岸域環境の継承と創造
②循環型社会への対応
③既存施設ストックの活用
④景観に配慮した空間の形成
⑤愛着のもたれる空間の形成
⑥つくり育てる漁業への支援

【目標Ⅲ】市民に安全と安らぎを提供する港湾を目指す技術開発
①安全で安心な暮らしへの対応
②安らぎのある美しい空間の形成
③衛生管理型施設への対応

【目標Ⅳ】地域の活性化と個性の発展を目指す技術開発
①北海道の気象・海象特性を活かす技術開発
②就労環境の改善への対応
③多面的機能の発揮に資する基地の形成

【目標Ⅴ】港湾の効率的な整備のための技術開発
①ネットワーク拠点の適正配置
②設計の合理化
③調査・施工等の省力化・自動化
④維持管理コスト低減化への取り組み

【目標Ⅵ】世界への貢献を目指す技術開発
①国際協調による技術開発
②開発途上国への支援



No.８ 2002 CDIT 4

は
じ
め
に

中
部
地
方
整
備
局
港
湾
空
港
部
の
技
術
開
発
に
つ

い
て
は
、「
技
術
開
発
七
箇
年
計
画
」
に
よ
り
推
進

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
度
新
た
に
今
後
取

り
組
む
技
術
開
発
長
期
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

新
た
な
技
術
開
発
長
期
計
画
は
「
技
術
開
発
七
箇

年
計
画
」
に
替
わ
る
も
の
で
あ
り
、「
中
部
地
域
み

な
と
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
実
現
す
る
た
め
に
今
後
取
り
組

む
技
術
開
発
の
方
向
、
必
要
な
具
体
的
な
技
術
開
発

を
示
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
技
術
開
発
長
期
計
画
は
、
港
湾
局

が
平
成
十
三

年
に
策
定
し

た
「
新
世
紀

を
拓
く
港
湾

の
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
示
さ
れ
た
五
つ
の
技
術
開
発

の
目
標
（
表
―
１
）
を
柱
と
し
、
技
術
開
発
の
課
題
、

重
点
技
術
開
発
項
目
に
つ
い
て
は
「
新
世
紀
を
拓
く

港
湾
の
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
示
さ
れ
た
も
の
に
加
え

て
、
中
部
地
方
の
現
状
を
踏
ま
え
た
独
自
の
課
題
、

項
目
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

技
術
開
発
の
具
体
例

現
在
、
新
た
な
技
術
開
発
長
期
計
画
の
策
定
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
最
近
取

り
組
ん
だ
、
ま
た
は
取
り
組
む
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
主
な
技
術
開
発
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

１．

浚
渫
土
砂
活
用
方
策
の
検
討

港
湾
整
備
事
業
か
ら
発
生
す
る
浚
渫
土
砂
を
造
成

材
と
し
て
有
効
活
用
し
て
海
域
の
環
境
改
善
に
資
す

る
人
工
干
潟
造
成
技
術
の
確
立
を
目
指
し
、
造
成
技

術
、
維
持
管
理
手
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
技
術
資

料
と
し
て
と
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

２．

既
存
港
湾
施
設
の
維
持
管
理
方
策
の
検
討

港
湾
施
設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
点
検
手
法
の
平

準
化
を
目
的
と
し
て
中
部
地
方
整
備
局
管
内
港
湾
施

設
を
対
象
と
し
た
点
検
実
施
要
領
の
構
築
並
び
に
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
関
す
る
検
討
・
整
備
を
行
い
、
施

設
の
点
検
・
補
修
の
履
歴
管
理
を
実
施
し
ま
し
た
。

３．

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
及
び
赤
外
線
カ
メ
ラ
に

よ
る
ひ
び
割
れ
画
像
診
断
技
術（
図
―
１
、

２
参
照
）

港
湾
構
造
物
の
表
面
及
び
内
部
劣
化
調
査
手
法
と

し
て
、
従
来
の
目
視
観
測
や
打
音
検
査
に
変
わ
る
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
及
び
赤
外
線
カ
メ
ラ
に
よ
る
画
像

診
断
技
術
の
導
入
に
関
す
る
検
討
を
行
い
、
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
従
来
手
法
に
比
べ
作
業
効
率

や
読
み
取
り
精
度
が
向
上
す
る
こ
と
、
診
断
コ
ス
ト

縮
減
に
寄
与
で
き
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
な
ど
確
認

し
ま
し
た
。
ま
た
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
現

在
、港
湾
施
設
へ
の
適
用
性
に
つ
い
て
検
討
中
で
す
。

４．

環
境
創
造
技
術
の
検
討
（
図
―
３
参
照
）

三
河
湾
の
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に
シ
ー
ブ
ル
ー

計
画
（
中
山
水
道
航
路
の
浚
渫
で
発
生
す
る
良
質
な

砂
を
利
用
し
た
覆
砂
を
中
心
と
し
た
事
業
）
が
進
め

●
中
部
地
方
整
備
局
　
技
術
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
中
部
地
方
整
備
局
の
現
状
　
〜
中
部
の
港
湾
空
港
の
技
術
開
発
〜

�矢作川河口部

形原地区

三谷地区
西尾地区

一色地区美浜地区

豊丘地区

大井地区
片名地区

衣崎地区
吉良地区

西浦地区
御津地区

佐久島地区

日間賀島地区 福江地区

田原地区

国の事業
県の事業

環境改善候補地区

蒲郡地区

図－１　デジカメ画像診断

■
中
部
地
方
整
備
局

名
古
屋
港
湾
空
港
技
術
調
査
事
務
所

技
術
開
発
課
長
　
佐
野
一
三

表ー１　技術開発の目標�

Ⅰ.海上輸送機能の飛躍的発展を目指す技術開発�

Ⅱ.沿岸域の持続可能な発展を支える技術開発�

Ⅲ.市民に安全と安らぎを提供する港湾を目指す技術開発�

Ⅳ.港湾の効率的な整備のための技術開発�

Ⅴ.世界への貢献を目指す技術開発�

図－2 赤外線画像診断

図－3 環境改善候補地区及びシーブルー事業実施地区
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特
集

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
新
の
環
境
創
造
技
術

（
干
潟
造
成
、
藻
場
造
成
、
浅
場
造
成
、
底
質
改
善
、

水
質
改
善
）
に
関
す
る
技
術
情
報
を
整
理
し
、
技
術

の
完
成
度
、
効
果
、
コ
ス
ト
等
に
つ
い
て
検
討
し
、

伊
勢
湾
、三
河
湾
へ
の
適
用
性
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

５．
袋
詰
め
被
覆
工
法
検
討
調
査（
図
―
４
参
照
）

被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
わ
り
に
ネ
ッ
ト
状
の
袋
に
割

石
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
等
の
中
詰
め
材
を
詰
め
た
袋

詰
め
被
覆
工
法
に
つ
い
て
、現
地
施
工
を
し
、工
法
の

適
用
性
等
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

６．

東
海
地
震
に
対
す
る
対
策
工
法
の
検
討

（
図
―
５
参
照
）

中
央
防
災
会
議
で
震
源
域
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
平
成
十
四
年
度
よ
り
東
海
地
震
に
対
す
る
管
内

港
湾
に
お
け
る
港
湾
施
設
の
耐
震
検
討
を
行
い
、
耐

震
対
策
工
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

７．

粘
性
土
の
地
盤
改
良
工
法
の
検
討

砂
杭
を
打
設
し
た
粘
性
土
地
盤
の
液
状
化
特
性
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

８．

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
挙
動
解
析
（
図
―
６
参
照
）

現
在
整
備
中
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
式
構
造
の
耐
震
強
化

岸
壁
に
つ
い
て
、
整
備
後
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
挙
動
観

測
や
そ
の
デ
ー
タ
解
析
を
行
い
、
今
後
の
設
計
や
施

工
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

９．

耐
震
強
化
岸
壁
及
び

ク
レ
ー
ン
の
地
震
時
の
挙
動
観
測

清
水
港
に
お
い
て
、
耐
震
強
化
岸
壁
及
び
そ
の
上

に
設
置
さ
れ
た
ク
レ
ー
ン
に
強
震
計
を
設
置
し
、
地

震
時
の
挙
動
観
測
及
び
解
析
を
行
い
、
今
後
の
設
計

に
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

10．

作
業
船
の
機
能
向
上
（
図
―
７
参
照
）

航
路
・
泊
地
浚
渫
に
関
し
て
の
建
設
コ
ス
ト
縮
減

並
び
に
土
砂
場
不
足
に
対
応
す
る
高
能
率
浚
渫
シ
ス

テ
ム
の
検
討
や
、
平
成
九
年
日
本
海
沿
岸
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
ナ
ホ
ト
カ
号
油
流
出
事
故
を
教

訓
に
高
能
率
な
油
回
収
技
術
の
開
発
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

図－7 ドラグサクション浚渫船「清龍丸」

図－4 袋詰め被覆材設置状況（実験断面）

図－5 想定東海地震の震源域（「中央防災会議 東海地震に関する専門調査会 報告」より抜粋）

図－6 ジャケット式岸壁完成予想図
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特
集

近
畿
の
港
湾
空
港
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

近
畿
地
方
整
備
局
で
は
、
平
成
十
四
年
四
月
に

「
近
畿
港
湾
空
港
長
期
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
長
期
構
想
は
、
近
畿
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
、

豊
か
に
す
る
た
め
に
経
済
社
会
の
変
化
と
近
畿
地
域

の
将
来
像
を
踏
ま
え
た
上
で
、
二
十
一
世
紀
初
頭
に

お
け
る
近
畿
地
域
の
港
湾
・
空
港
の
役
割
を
明
ら
か

に
し
、
港
湾
・
空
港
の
主
要
施
策
及
び
そ
の
推
進
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
近
畿
長
期
構
想
を
実
現
す
る
た
め

の
技
術
面
の
行
動
計
画
と
し
て
、「
近
畿
の
港
湾
空

港
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
現
在
策
定
中
で
す
。

近
畿
を
取
り
巻
く
状
況
を
見
る
と
、
神
戸
港
を
初

め
と
す
る
国
際
コ
ン
テ
ナ
港
湾
の
競
争
力
の
維
持
・

向
上
、
南
海
地
震
や
油
流
出
事
故
な
ど
予
想
で
き
な

い
災
害
へ
の
対
応
、
大
阪
湾
の
軟
弱
地
盤
上
に
お
け

る
港
湾
・
空
港
施
設
の
建
設
技
術
、
大
阪
湾
人
口
集

積
地
の
高
潮
に
対
す
る
よ
り
信
頼
性
の
高
い
防
御
方

策
、
大
阪
湾
の
閉
鎖
性
水
域
に
お
け
る
水
質
改
善
や

消
失
し
た
干
潟
の
再
生
な
ど
、
様
々
な
要
請
が
顕
在

化
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
平
成
十
四
年
末
を
目
標
に
、

表
―
１
に
示
す
よ
う
な
技
術
開
発
を
中
心
に
、「
近

畿
の
港
湾
空
港
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

技
術
開
発
の
事
例

（
大
変
形
追
従
型
の
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
継
手
の
開
発
）

現
在
、
大
阪
港
で
は
、
沈
埋
工
法
に
よ
る
大
阪
港

夢
洲
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
平

成
十
二
年
度
着
工
）。
本
ト
ン
ネ
ル
は
、
軟
弱
な
粘

土
が
厚
く
堆
積
し
て
い
る
地
盤
上
に
建
設
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
長
期
に
わ
た
る
大
き
な
地
盤
沈
下
の
発
生

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
沈
埋
函
同
士

を
接
続
す
る
継
手
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
広
く
使

用
さ
れ
て
い
る
「
ゴ
ム
ガ
ス
ケ
ッ
ト
」
と
「
連
結
ケ

ー
ブ
ル
」
を
組
み
合
わ
せ
た
継
手
で
は
対
応
で
き
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
新
た

な
発
想
の
も
と
、
大
変
形
に
追
従
可
能
な
沈
埋
ト
ン

ネ
ル
継
手
の
開
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

新
た
に
開
発
し
た
新
型
の
可
と
う
性
継
手
の
イ
メ

ー
ジ
を
図
―
１
に
示
し
ま
す
。新
型
継
手
の
名
称
は
、

継
手
の
止
水
性
を
確
保
す
る
た
め
の
一
次
止
水
ゴ
ム

の
中
央
部
が
王
冠
状
（
ク
ラ
ウ
ン
）

の
形
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ク

ラ
ウ
ン
シ
ー
ル
式
継
手
と
名
づ
け

ま
し
た
。
継
手
の
止
水
は
、
ク
ラ

ウ
ン
シ
ー
ル
ゴ
ム
の
両
端
部
に
位

置
す
る
”締
着
部
“と
ク
ラ
ウ
ン

部
の
両
下
端
部
に
位
置
す
る
”ノ

ー
ズ
部
“の
二
箇
所
で
機
能
す
る

構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ノ
ー
ズ

部
は
、
締
着
部
か
ら
万
が
一
漏
水

し
た
場
合
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し

て
機
能
し
ま
す
。
こ
の
継
手
の
最

大
の
特
徴
は
、
函
体
同
士
を
分
離

さ
せ
、
遊
間
（
左
右
の
取
付
ビ
ー

ム
端
部
間
の
す
き
間
）を
設
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
た
め
、
許
容
変
形
量
以
内
で
あ
れ
ば
、
継
手
部

に
お
い
て
断
面
力
を
ほ
と
ん
ど
伝
達
せ
ず
に
、
継
手

は
大
き
な
変
形
に
追
従
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

な
お
、
ク
ラ
ウ
ン
シ
ー
ル
式
継
手
の
夢
洲
ト
ン
ネ

ル
へ
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
継
手
構
造
を
モ
デ
ル

化
し
た
三
次
元
模
型
を
製
作
し
、
継
手
の
変
形
挙
動

と
止
水
性
に
つ
い
て
性
能
確
認
実
験
を
実
施
し
ま
し

た
（
図
―
２
）。
実
験
の
結
果
、
想
定
水
圧
（
三
〇

〇
kPa
）
を
継
手
に
作
用
さ
せ
た
状
態
下
で
、
本
継

手
は
ト
ン
ネ
ル
軸
の
引
張
・
圧
縮
方
向
に
最
大
二
五

〇
㎜
、
せ
ん
断
方
向
に
最
大
一
〇
〇
㎜
の
大
き
な
変

位
を
吸
収
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
の
大

変
形
追
従
型
の
継
手
を
用
い
る
と
、
沈
埋
ト
ン
ネ
ル

の
軟
弱
地
盤
上
へ
の
適
用
性
が
さ
ら
に
向
上
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
ク
ラ
ウ
ン
シ
ー
ル
式
継
手

の
汎
用
的
な
設
計
手
法
の
開
発
を
あ
わ
せ
て
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

●
近
畿
地
方
整
備
局
　
近
畿
の
港
湾
空
港
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
状
況
及
び
技
術
開
発
事
例

図―１　クラウンシール式継手の構造

図―2 クラウンシール式継手の性能確認実験
（実験場所：独立行政法人　港湾空港技術研究所）

■
近
畿
地
方
整
備
局
　
港
湾
空
港
部
　
港
湾
空
港
整
備
課

神
戸
港
湾
空
港
技
術
調
査
事
務
所
　
技
術
開
発
課

近畿の経済活
動を支える社会
基盤形成のため
の技術開発�

～国際貿易港・アジア
のマザーポートとして
の更なる発展と地位
の向上を目指して～�

Ⅰ.

近畿の良質な水
辺環境の再生・
創造のための技
術開発�

Ⅱ.

技術開発目標� 技術開発課題� 技術開発項目�

～近畿沿岸域の持
続可能な発展とい
にしえの海辺への
再生を目指して～�

近畿の安全で安
心な暮らしを支え
る技術開発�

Ⅲ.

～過去の貴重な経験
とまだ見ぬ自然への
脅威に立ち向かう～�

港湾・空港の効
率的な整備のた
めの技術開発�

Ⅳ. Ⅳ－1.�
　計画手法
の高度化�
Ⅳ－2.�
　調査・設計
・施工等の合
理化、効率化�

Ⅲ－1.�
　近畿を襲う
あらゆる災害
への対応�

Ⅲ－2.�
　快適なウォ
ーターフロント
の創造�

Ⅱ－1.�
　沿岸域環
境の保全・創
造・継承�

Ⅱ－2.�
　循環型社
会への貢献�

Ⅱ－3.�
　既存ストッ
クの活用�

Ⅱ－1.�
　輸送インフ
ラの高度化�

Ⅱ－2.�
　情報化の
推進�

Ⅱ－3.�
　新しい港
への挑戦�

◇調査・設計段階における高度化に資する技術�
◇施工段階における高度化に資する技術�

◇地球に優しい自然エネルギーの活用に資する技術�
◇限られた資源の有効活用と資源循環を実現する技術�

◇良質な大阪湾の水環境の創出に資する技術�
◇新たな環境創造に資する技術�

◇コンテナターミナルの高規格化を実現する技術�
◇経済的な施設整備を実現する技術�

◇我国を先導する情報化港湾を実現する技術�

◇港湾の新しい姿を実現するための先駆的取り組みに�
　資する技術�

◇綿密かつ効率的な計画づくりに資する技術�

◇地域住民・来訪者が集うにふさわしい�
　ウォーターフロントの創造に資する技術�

◇近畿を襲うあらゆる災害に対応可能な技術�
　（地震、高潮、油事故）�
◇将来的な被害の可能性の回避を実現する技術�
　（地球温暖化）�

◇ライフサイクルコストを考慮した空港・港湾施設の維持管理手法�
◇管理運営の高度化に資する技術�
◇既存施設の維持・管理の高度化に資する技術�

表－１　技術開発の目標、課題および項目（案）�
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沿岸の未来を見据えて

幅広く実質的な議論が交わされたCESTパネル
NOAAは持続可能な開発に中立の役割を果たす
Ocean－Literate Societyの創造

平成１４年７月１７日～１９日、神奈川県横須賀市内で、
ＵＪＮＲ（天然資源の開発利用に関する日米会議）／ＣＥＳＴパネル（沿岸環境科学技術専門部会）

第３回日米共同部会会合が開催されました。
今号は、米国側議長のMargaret Davidson氏、日本側議長の小和田亮氏の両氏をお招きして、

今回のＣＥＳＴパネルの成果、ＮＯＡＡの活動など、日米の沿岸域の活動についてお話いただきました。
（平成１４年７月２２日、千葉県幕張において鼎談実施）

戦
略
的
共
同
計
画
に
基
づ
く
行
動

井
上

今
回
の
Ｕ
Ｊ
Ｎ
Ｒ
／
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
パ
ネ
ル

第
三
回
共
同
部
会
会
合
（
以
下
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
パ

ネ
ル
）
に
つ
い
て
、
日
本
側
議
長
を
務
め
た
小

和
田
理
事
長
か
ら
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

小
和
田

今
回
の
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
パ
ネ
ル
は
、
米
国

側
か
ら
二
十
三
名
の
参
加
を
得
て
、
日
本
側
と

合
わ
せ
て
約
一
〇
〇
名
が
参
加
す
る
盛
大
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
五
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
合
計
三
十
八
件
の
論
文
発
表
も
行
わ
れ
る
な

ど
、
大
変
意
義
深
い
会
議
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
米
国
側
議
長
のD

avidson

局
長
に

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（財）沿岸開発技術研究センター理事長

井上興治
独立行政法人 港湾空港技術研究所（PARI）理事長

小和田亮氏
米国商務省大気海洋庁海洋サービス
・沿岸域管理局（NOAA）局長

Margaret Davidson 氏

CESTパネル最終調印式
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D
avidson

こ
の
よ
う
な
盛
大
な
会
議
が
開

催
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｉ
の
方
々

の
ご
尽
力
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。

特
に
小
和
田
理
事
長
に
は
、
開
催
の
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

に
感
謝
の
意
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
パ
ネ
ル
で
は
、
成
果
を
出
し
具
体

的
な
行
動
に
移
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
観
点
か
ら
今
回
の
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

パ
ネ
ル
は
非
常
に
実
質
的
な
意
義
深
い
テ
ー
マ

に
絞
っ
て
協
調
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

井
上

今
後
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

小
和
田

今
回
の
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
パ
ネ
ル
の
結
論
的

な
こ
と
が
三
点
ほ
ど
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
短
期
的
な
協
力
だ
け
で
は
な
く
、

今
後
は
五
〜
十
年
の
長
期
的
な
協
力
を
日
米
間

で
進
め
る
と
い
う
合
意
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
研
究
者
間
の
情
報
交
換
や
共
同
活
動
を

さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
の
戦
略
的
な
計
画
を
両

国
で
つ
く
り
、
そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
行
動
を
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
今
回
の
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
パ
ネ
ル
で
示

さ
れ
た
専
門
的
な
技
術
や
知
識
を
関
係
者
だ
け

で
止
め
置
く
の
で
は
な
く
、
よ
り
広
く
沿
岸
環

境
科
学
関
係
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
対
し
て
機
会
を

捉
え
て
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
い
う
こ
と
。

三
つ
目
は
、今
回
の
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
パ
ネ
ル
で
一

貫
し
て
頻
出
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
で
す
。

第
１
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
統
合
化
＝integration

。

こ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
の
統
合
化
と
い
う
こ

と
。
ま
た
、
沿
岸
域
と
い
っ
た
対
象
空
間
の
統

合
化
と
い
う
意
味
で
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
第
２
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
比
較
＝

com
parison

。
日
米
の
沿
岸
環
境
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
違
い
を
比
較
研
究
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
一
例
と
し
て
、
日
本

側
で
は
東
京
湾
、
米
国
側
で
は
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク

湾
あ
る
い
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
と
い
っ
た

代
表
的
な
沿
岸
域
に
つ
い
て
比
較
研
究
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
第
３
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
ア
ウ
ト
カ
ム
＝outcom

e

と
い
う
言
葉
。

こ
れ
は
米
側
か
ら
ま
ず
提
起
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
今
日
さ
か
ん
に
ア
ウ
ト
カ
ム
と
言
わ
れ
だ

し
て
い
ま
す
。
今
や
沿
岸
環
境
の
分
野
で
も
こ

の
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み
は
、
以
上
の
よ
う
に
非
常

に
幅
広
く
か
つ
実
質
的
な
議
論
が
な
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
最
初
に
申
し
上
げ
た
戦
略
的
な
共
同

計
画
を
早
急
に
つ
く
り
、
こ
の
計
画
に
沿
っ
て

日
米
関
係
者
が
共
同
で
行
動
す
る
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

井
上

二
年
後
に
開
催
す
る
次
回
の
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

に
向
け
て
、
新
し
い
成
果
が
出
る
よ
う
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

科
学
的
考
察
と
対
話
の
積
み
重
ね
が

持
続
可
能
な
開
発
を
育
て
る

井
上

一
九
七
二
年
に
、
沿
岸
域
管
理
法：

CoastalZone
M
anagem

entAct

が
で
き
て

三
十
年
。
ま
た
、
地
球
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
十
年
が

経
過
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
に
、
米
国
で
は
持

続
可
能
な
開
発Sustainable

D
evelopm

ent

の
考
え
方
に
つ
い
て
何
か
変
化
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

D
avidson

米
国
政
府
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動

CESTパネル全体写真

セッションの模様
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を
見
る
と
、
演
説
と
成
果
で
は
演
説
ば
か
り
が

多
い
印
象
で
す
（
笑
）。

そ
れ
で
も
、
成
果
と
い
う
こ
と
で
は
、
湿
地

帯
の
保
存
・
修
復
あ
る
い
は
漁
場
の
修
復
・
回

復
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
逆

に
、
港
湾
の
開
発
や
経
済
開
発
、
あ
る
い
は
さ

ら
な
る
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
と
い
っ
た
分
野
と
、

対
立
す
る
漁
場
や
沿
岸
域
管
理
の
分
野
の
間
で

は
成
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

井
上

米
国
も
日
本
と
同
じ
よ
う
に
沿
岸
域
に

は
多
く
の
人
た
ち
が
住
ん
で
い
ま
す
し
、
産
業

活
動
も
非
常
に
活
発
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
沿

岸
域
に
対
す
る
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ニ
ー
ズ
が
依

然
と
し
て
高
い
。
一
方
で
、
環
境
保
護
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
両
方

の
調
和
は
以
前
と
比
べ
て
ウ
ェ
イ
ト
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

D
avidson

そ
れ
で
は
、
過
去
二
年
間
に
わ

た
り
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
に
お
い
て
空
港
当

局
と
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
が
ど
の
よ
う
な
関
係
を
築
い
て

き
た
の
か
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
例
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
で
空
港

拡
張
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
と
き
に
、
工
事
で

発
生
す
る
浚
渫
土
砂
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
べ

き
か
、
ま
た
環
境
保
全
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
る
べ
き
か
が
大
き
な
問
題
に
な
り

ま
し
た
。

Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
は
、
地
元
の
沿
岸
管
理
事
務
所
か

ら
照
会
を
受
け
て
、
環
境
影
響
評
価
や
新
た
な

研
究
を
進
め
る
た
め
に
は
ど
の
分
野
で
何
を
進

め
れ
ば
良
い
か
議
論
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。し

か
し
、
も
と
も
と
地
元
が
反
対
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
の
で
、
空
港
当
局
は
地
元
の

住
民
と
の
対
話
を
促
進
す
る
た
め
に
、
Ｎ
Ｏ
Ａ

Ａ
が
介
入
す
る
こ
と
を
あ
ま
り
喜
ば
し
い
こ
と

で
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
米
国
の
著
名
な
科
学
者
か
ら
成
る

パ
ネ
ル
を
つ
く
り
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
の
構
成
員

と
し
て
、
地
元
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
の
関

係
者
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
関
係
者
、
全
米

か
ら
関
係
者
を
招
き
、
そ
こ
に
政
府
関
係
者
、

大
学
関
係
者
、
民
間
の
方
々
、
地
元
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

関
係
の
方
た
ち
も
参
加
し
て
、
二
日
間
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
環
境
影
響
に
関
す
る
理

解
度
を
明
確
に
し
て
、
理
解
が
行
き
届
い
て
い

な
い
部
分
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
研
究
を
進
め

れ
ば
良
い
の
か
議
論
し
ま
し
た
。
ま
た
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
科
学
的
な
戦

略
を
立
て
る
べ
き
か
、
空
港
拡
張
計
画
に
則
し

て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
ど
の
よ
う
に
展
開
す
れ
ば

良
い
の
か
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
日
目
は
公
開
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と

に
し
て
、
記
者
の
方
た
ち
や
一
般
の
方
た
ち
の

参
加
も
募
り
、
二
日
間
の
討
議
の
結
果
を
発
表

し
ま
し
た
。
こ
の
公
開
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
地
元

の
政
府
関
係
者
、
民
間
の
方
々
、
そ
し
て
空
港

当
局
の
方
々
に
対
し
て
、
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
の
リ
コ
メ

ン
デ
ー
シ
ョ
ン
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

現
在
、
二
年
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

空
港
当
局
で
は
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
が
提
案
し
たM

oni-
toring

Strategy

＝
監
視
戦
略
を
利
用
し
て
、

当
時
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
い
た
科
学
者
を

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
採
用
し
な
が
ら
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
求
を
受
け
入
れ
つ
つ
、
あ
る
程
度
譲
歩

し
な
が
ら
拡
張
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
や
地
元
の
方
た

ち
の
環
境
に
対
す
る
問
題
意
識
は
無
視
さ
れ
て

い
な
い
と
、
空
港
当
局
の
姿
勢
を
認
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

井
上

Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の

方
た
ち
と
空
港
当
局
と
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
を
多
く
設
け
た
こ
と
が
非
常
に
重

要
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

D
avidson

は
い
、
そ
う
で
す
。
中
立
の
機

関
で
は
あ
り
ま
す
が
、
専
門
的
な
良
識
や
見
識

に
基
づ
い
た
判
断
を
し
て
、
地
元
と
空
港
当
局

を
結
ぶ
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

経
済
開
発
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
対
す
る
一
般
の

人
た
ち
の
理
解
を
得
る
た
め
の
調
整
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
け
ば
よ
い
か
が

重
要
で
す
。

小
和
田

二
点
ほ
ど
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
が
、
一
つ
は
日
本
の
場
合
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
側
が
、
環
境
に
与
え
る
影
響
や
そ
れ

を
回
避
す
る
方
策
な
ど
に
つ
い
て
科
学
的
な
背

景
に
基
づ
い
て
説
明
を
行
い
ま
す
が
、
そ
れ
に

対
し
て
、
反
対
す
る
方
々
の
中
に
は
必
ず
し
も

科
学
的
な
根
拠
を
持
た
な
い
で
反
対
す
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
米
国
で
も
同
様
な
こ
と
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

D
avidson

米
国
で
も
同
じ
で
す
。
最
近
で

は
、
政
府
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
関
し
て
、
ま

す
ま
す
一
般
の
方
た
ち
が
不
信
感
を
抱
く
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
政
府
側
が
訴
え
る
内
容
の

信
憑
性
を
疑
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
外

部
か
ら
科
学
者
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
参

加
す
る
こ
と
で
、
独
立
し
た
見
解
を
投
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
に
意
味

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

環
境
団
体
の
動
き
を
見
て
み
ま
す
と
、
も
ち

ろ
ん
一
部
で
は
科
学
的
な
考
察
も
し
て
い
ま
す

が
、
同
時
に
感
情
的
な
面
も
い
っ
し
ょ
に
持
ち

込
ん
で
話
を
進
め
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
の
両
面

CDIT鼎談
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か
ら
問
題
を
取
り
上
げ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
深
め
る
こ
と
が
効
果
を
上
げ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

た
だ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
意
志
決
定
の
過
程
が

日
本
ほ
ど
秩
序
だ
っ
て
い
な
い
気
が
し
ま
す
。

日
本
も
最
近
同
じ
傾
向
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
を
懸
念
し
て
い
ま
す
が
。

小
和
田

も
う
一
つ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾

に
お
け
る
空
港
拡
張
計
画
に
関
し
て
で
す
が
、

二
年
前
の
時
点
で
は
空
港
の
拡
張
工
事
は
ま
だ

着
工
し
て
い
な
い
。
二
年
後
の
時
点
で
工
事
を

開
始
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
時

間
的
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ

う
か
。

D
avidson

米
国
で
は
、
計
画
が
提
案
さ
れ

て
か
ら
建
設
に
至
る
ま
で
に
は
三
〜
五
年
か
か

り
ま
す
。
そ
の
間
に
環
境
影
響
評
価
の
報
告
な

ど
が
提
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
例
で
は
、
二
年
前

に
計
画
が
提
案
さ
れ
て
、
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ

ス
を
経
て
、
二
年
後
に
着
工
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
米
国
で
は
も
っ
と
状
況
が
複
雑
で

す
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
の
場
合
、
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
空
港
当
局
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
空
港

当
局
、
ス
ト
ッ
ク
ト
ン
空
港
当
局
と
三
者
が
一

体
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
空
港

当
局
で
港
湾
拡
張
計
画
が
あ
り
、
そ
れ
に
同
時

に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
非
常
に

複
雑
な
状
況
が
あ
り
ま
す
。

自
然
再
生
に
取
り
組
む

井
上

日
本
で
も
、
関
西
国
際
空
港
の
よ
う
に

海
上
に
空
港
を
つ
く
る
場
合
に
は
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
行
い
、
完
成
後
も
引
き
続
き
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空
港
の
建

設
に
当
た
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
海
生
生
物
が

共
生
す
る
よ
う
な
構
造
物
の
研
究
も
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
最
近
の
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｉ
の
研
究
状
況
を

お
話
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

小
和
田

環
境
と
共

生
す
る
構
造
物
は
、

そ
の
対
策
に
よ
っ
て

何
種
類
か
に
分
け
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

第
一
は
、
海
生
生

物
が
生
息
す
る
た
め

に
必
要
な
藻
場
を
形

成
す
る
た
め
の
構
造

上
の
工
夫
で
す
。
関

西
国
際
空
港
は
埋
立

地
の
上
に
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
埋

立
地
の
周
り
に
石
あ
る
い
は
ブ
ロ
ッ
ク
で
ス
ロ

ー
プ
の
緩
い
護
岸
「
緩
傾
斜
護
岸
」
を
つ
く
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
護
岸
に
藻
場
が
自
然
に

生
育
し
ま
し
た
。
護
岸
建
設
直
後
か
ら
今
日
ま

で
、
ど
の
よ
う
な
生
物
が
藻
場
に
生
息
し
て
き

た
の
か
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
ま
す
が
、
予
想
し
て

い
た
通
り
の
生
物
の
生
育
が
見
ら
れ
る
状
況
で

す
。第

二
は
、
港
湾
を
建
設
す
る
場
合
、
防
波
堤

な
ど
で
波
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
際
、
潮
の
流
れ
は
阻
害
し
な
い

よ
う
に
、
防
波
堤
を
透
過
す
る
構
造
上
の
工
夫

が
あ
り
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
は
ス
リ
ッ
ト
タ

イ
プ
の
防
波
堤
「
透
過
式
防
波
堤
」
で
す
。

D
avidson

波
の
力
を
制
御
し
な
が
ら
、
海

生
生
物
な
ど
が
ス
リ
ッ
ト
を
通
り
抜
け
る
と
い

う
こ
と
で
す
か
。

小
和
田

同
時
に
、
防
波
堤
の
内
側
の
海
水
が

淀
ま
な
い
よ
う
に
し
て
港
内
側
の
水
質
悪
化
を

防
止
す
る
意
味
も
あ
り
ま
す
。

第
三
は
、
日
本
の
西
南
の
地
域
。
特
に
沖
縄

に
生
息
す
る
サ
ン
ゴ
と
の
共
生
に
関
す
る
も
の

で
す
。
か
つ
て
、
沖
縄
の
最
大
の
港
で
あ
る
那

覇
港
で
サ
ン
ゴ
礁
の
上
に
防
波
堤
を
建
設
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
生
じ
ま
し
た
。
し
か

し
、
防
波
堤
の
建
設
後
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
に
サ

ン
ゴ
が
新
た
に
た
く
さ
ん
付
着
す
る
効
果
が
あ

り
、
そ
の
後
は
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
の
表
面
も
サ
ン

ゴ
が
付
着
し
や
す
い
凸
凹
を
持
っ
た
も
の
を
据

え
付
け
る
工
夫
も
行
っ
て
い
ま
す
。

井
上

米
国
で
は
自
然
再
生
事
業
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

D
avidson

サ
ン
ゴ
礁
の
場
合
、
フ
ロ
リ
ダ

キ
ー
ズ
で
座
礁
事
故
が
多
発
す
る
た
め
、
そ
の

た
び
に
サ
ン
ゴ
礁
が
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
ハ
ワ
イ
の
研
究
者
、
フ
ロ
リ
ダ
の
研

究
者
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
の
研
究
者
が
修
復
活
動

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
に
は
米
軍
の
演
習
場

が
あ
り
、
演
習
に
よ
っ
て
サ
ン
ゴ
礁
が
破
壊
さ

れ
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
サ
ン
ゴ

の
養
殖
や
移
植
・
増
殖
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
船
舶
か
ら
排
出
さ
れ
る
有
害
廃
棄
物
に

三田尻中関港東防波堤（透過式防波堤）
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よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
そ
の
た
め
の
修
復
事
業
も
行
っ
て
い

ま
す
。

井
上

そ
の
よ
う
な
事
業
は
、
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
が
直

接
行
う
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
地
方
自
治

体
に
補
助
金
を
出
す
よ
う
な
形
で
行
う
の
で
し

ょ
う
か
。

D
avidson

い
ろ
い
ろ
な
組
み
合
わ
せ
で
行

っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
は
、
連
邦
政
府
の
筆
頭
責
任
者
と

な
る
機
関
で
す
が
、
専
属
の
専
門
家
や
科
学
者

を
抱
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
、
地
元
の
大

学
の
研
究
者
な
ど
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
事
業

を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
お
互

い
に
知
識
を
補
完
し
合
う
、
あ
る
い
は
情
報
交

換
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
と
同
時
に
、
政

治
的
な
配
慮
も
あ
っ

て
の
こ
と
で
す
。

サ
ン
ゴ
礁
に
関
し

て
は
、N

ational
CoralStrategy

＝

全
米
サ
ン
ゴ
礁
戦
略

と
い
う
も
の
が
あ

り
、
政
府
が
い
ろ
い

ろ
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
大
学
な
ど

に
資
金
を
提
供
し
て

リ
サ
ー
チ
・
グ
ラ
ン

ト
な
ど
を
通
し
て
研

究
し
て
も
ら
う
。
ま

た
、
大
学
の
研
究
所

を
三
つ
ほ
ど
選
定
し
て
参
加
し
て
も
ら
い
、
助

成
金
の
よ
う
な
も
の
を
出
し
て
研
究
し
て
も
ら

う
。
あ
る
い
は
信
託
投
資
の
よ
う
な
形
で
研
究

し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
た
め
の
海
洋
教
育

井
上

米
国
はOcean-literate

society
と
い
う

若
年
層
に
対
す
る
政
策
を
お
持
ち
だ
と
聞
い
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

D
avidson

ま
だ
、
政
策
の
初
期
段
階
で
す

が
、
例
え
ば
、
米
国
の
公
立
の
教
育
機
関
。

小
・
中
学
校
ぐ
ら
い
ま
で
に
組
ま
れ
て
い
る
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
、
特
定
の
教
科
だ
け

で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
教
科
で
海
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
取
り
上
げ
て
、
海
洋
資
源

や
海
洋
問
題
に
関
し
て
、
あ
る
い
は
海
洋
の
プ

ロ
セ
ス
に
関
し
て
認
識
を
広
め
て
い
こ
う
と
、

全
国
的
な
計
画
を
編
成
し
た
ら
ど
う
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
連
邦
の
資
金
を
提
供
す
る
仕
組

み
を
つ
く
り
、
民
間
の
慈
善
団
体
な
ど
か
ら
基

金
を
募
っ
て
計
画
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

小
和
田

日
本
は
四
方
が
海
に
囲
ま
れ
た
島
国

で
す
か
ら
、
海
を
見
た
こ
と
が
な
い
国
民
の
割

合
が
非
常
に
小
さ
い
。

一
方
で
、
海
が
国
民
生
活
や
経
済
活
動
で
、

ど
の
よ
う
に
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
。
あ
る
い

は
、
沿
岸
域
の
重
要
性
が
い
か
に
大
き
い
の
か
、

国
民
、
特
に
子
供
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
米
国
に

お
け
る
試
み
と
同
様
な
こ
と
が
日
本
に
も
本
当

に
必
要
だ
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

D
avidson

私
た
ち
が
考
え
て
い
る
の
は
、

海
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
版
の
よ
う
な
オ
ー
シ
ャ

ン
ス
カ
ウ
ト
を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
ま
だ
、
若
く
て
想
像
力
が
広
が
る
世

代
に
対
し
て
、
ど
ん
ど
ん
普
及
活
動
を
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
ど
も
は
、
毎
年
地
元
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
組
織
し
てBeach

Sweep

（
砂
浜
の
掃
除
）

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
タ
バ
コ

の
吸
殻
は
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
か
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
ビ
ン
は
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
か
、
砂
浜

に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
集
め
て
デ
ー
タ
を
採
っ

て
い
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
と
人
気
を
博
す
よ
う
に

な
り
、
多
く
の
子
供
た
ち
が
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
私
ど
も
も
大
き
な
行
事

に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｉ
も
ぜ
ひ

こ
の
運
動
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
ら
れ
た
ら
い
い

と
思
い
ま
す
。

小
和
田

今
日
の
鼎
談
が
一
週
間
早
く
行
わ
れ

て
い
れ
ば
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
の
重
要
な
議
題
と
し
て

取
り
上
げ
て
い
ま
し
た
（
笑
）。

D
avidson

次
回
の
機
会
に
ぜ
ひ
取
り
上
げ

ま
し
ょ
う
（
笑
）。

井
上

本
日
は
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

CDIT鼎談

那覇港のテトラポッドに着生したサンゴ礁

関西国際空港の緩傾斜護岸に生育した藻場の状況
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は
じ
め
に

（
財
）沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
沿
岸
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
民
間

企
業
が
研
究
開
発
し
た
新
技
術
の
活
用

と
普
及
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
港
湾
関
連
民
間
技
術
の
確
認
審
査
・
評

価
事
業
」
と
、（
財
）国
土
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
と
の
共
催
に
よ
り
「
国
土
技
術

開
発
賞
」
の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
先
日
行
わ
れ
た
「
港
湾
関
連
民

間
技
術
の
確
認
審
査
・
評
価
事
業
」
の
第

二
回
評
価
証
授
与
式
と
そ
の
評
価
技
術
、

「
第
四
回
国
土
技
術
開
発
賞
」
の
表
彰
式

と
そ
の
入
賞
技
術
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

港
湾
関
連
民
間
技
術
の

確
認
審
査
・
評
価
事
業

沿
岸
セ
ン
タ
ー
で
は
、
民
間
企
業
が

開
発
し
た
技
術（
港
湾
、
航
路
、
海
岸
等

の
開
発
、
利
用
に
資
す
る
技
術
）
を
評
価

す
る
港
湾
関
連
民
間
技
術
の
確
認
審

査
・
評
価
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
申
請
の
あ
っ
た
技
術
を

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
家
で
構
成
さ

れ
る
委
員
会
で
客
観
的
・
中
立
的
な
立

場
か
ら
内
容
を
確
認
し
評
価
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
よ
う
に
第
三
者
機
関
の
審

査
・
評
価
過
程
を
経
る
こ
と
で
、
開
発

さ
れ
た
技
術
の
内
容
と
開
発
過
程
で
行

わ
れ
た
性
能
試
験
結
果
に
関
す
る
客
観

性
が
高
ま
り
、
具
体
的
な
事
業
に
適
用

さ
れ
や
す
い
環
境
が
整
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
第
二
回
の
評
価
が
終
了
し
、

平
成
十
四
年
五
月
二
十
八
日（
火
）に
東
京

Ｆ
Ｍ

十
一
階
ジ
ェ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ム
に

お
い
て
評
価
証
の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
（
写
真
―
１
）。
今
回
評
価
証
を
交

付
さ
れ
た
技
術
は
以
下
の
五
件
で
す
。

・
管
中
混
合
固
化
処
理
工
法
「
ト
ル
ネ

ー
ド
ミ
キ
シ
ン
グ
工
法
」（
り
ん
か
い

建
設
（
株
））

・
重
錘
式
捨
石
均
し
工
法
（（
株
）
大
本

組
）

・
Ｎ
Ｄ
Ｒ
工
法（
橋
脚
耐
震
補
強
用
仮
締

切
工
法
）（
五
洋
建
設
（
株
））

・
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ル
に
よ
る

地
域
沈
下
測
量
シ
ス
テ
ム
（
五
洋
建
設

（
株
）、
日
本
海
洋
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
株
）、ペ
ン
タ
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス（
株
））

・
空
気
圧
送
方
式
に
よ
る
敷
砂
、
覆
砂

の
薄
層
撒
出
工
法（
東
洋
建
設（
株
）、

東
翔
建
設（
株
））

各
工
法
の
概
要
を
以
下
に
示
し
ま
す
。

各
工
法
の
概
要

【
管
中
混
合
固
化
処
理
工
法

「
ト
ル
ネ
ー
ド
ミ
キ
シ
ン
グ
工
法
」】

本
工
法
は
、
管
中
混
合
固
化
処
理
工

法
に
分
類
さ
れ
、
軟
泥
を
空
気
圧
送
に

て
搬
送
す
る
過
程
で
固
化
材
を
添
加
し
、

特
殊
空
気
供
給
装
置
（
旋
回
流
発
生
装

クローズアップ・テクノロジー

cl
o
se
up
te
ch
no
lo
g
y

山谷弘幸（やまや・ひろゆき）
（財）沿岸開発技術研究センター　調査部　研究主幹兼第一調査部長

奥村耕之（おくむら・やすゆき）
（財）沿岸開発技術研究センター　調査部　主任研究員

古田大介（ふるた・だいすけ）
（財）沿岸開発技術研究センター　調査部　研究員

第2回 港湾関連民間技術の確認審査・評価事業
第4回 国土技術開発賞

写真－１　港湾関連民間技術の確認審査・評価事業の第二回評価証授与式にて

図－１　管中混合固化処理工法「トルネードミキシング工法」
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置
）
に
よ
り
発
生
す
る
旋
回
流
れ
に
よ
る

攪
拌
混
合
と
プ
ラ
グ
流
の
乱
流
効
果
に

よ
る
混
練
に
よ
り
適
度
な
強
度
を
持
つ

固
化
処
理
土
を
製
造
供
給
す
る
工
法
で

あ
り
、
浚
渫
工
事
な
ど
で
大
量
に
発
生

す
る
泥
土
（
軟
泥
）
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
発
さ
れ
た
。

固
化
材
の
添
加
方
式
は
、
泥
土
量
お

よ
び
含
水
比
を
把
握
す
る
た
め
に
、
圧

縮
空
気
供
給
前
に
固
化
材
を
添
加
す
る

圧
送
機
添
加
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

本
工
法
で
は
、
両
攪
拌
効
果
の
併
用

と
送
泥
量
に
追
従
し
た
固
化
材
添
加
量

制
御
に
よ
り
、
プ
ラ
グ
流
の
不
連
続
性

に
影
響
さ
れ
な
い
で
均
質
な
固
化
処
理

土
の
製
造
供
給
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
図
―
１
）

【
重
錘
式
捨
石
均
し
工
法
】

本
工
法
は
、
船
体
の
均
し
装
置
に
装

備
さ
れ
た
重
錘
を
基
礎
マ
ウ
ン
ド
の
直

上
か
ら
自
由
落
下
さ
せ
、
そ
の
重
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
基
礎
マ
ウ
ン
ド
を
連

続
的
に
均
す
も
の
で
あ
る
。
重
錘
は
機

械
的
に
任
意
の
方
向
を
保
持
し
な
が
ら

上
昇
・
落
下
の
繰
返
し
が
で
き
る
よ
う

に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
均
し
面
高
さ
、
落

下
揚
程
、
落
下
回
数
の
任
意
設
定
が
で

き
る
。

施
工
管
理
（
均
し
面

の
高
さ
、
不
陸
お
よ
び

位
置
）
シ
ス
テ
ム
は
、
船

位
計
測
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ

Ｐ
Ｓ
（
Ｘ
、
Ｙ
、
Ｚ
）、
サ

テ
ラ
イ
ト
コ
ン
パ
ス)

、

測
深
シ
ス
テ
ム
（
重
錘

リ
ア
ル
タ
イ
ム
深
度

計
）
お
よ
び
任
意
方
位

直
進
型
操
船
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

本
工
法
の
特
長
は
、

水
平
面
お
よ
び
斜
面

（
緩
傾
斜
）
の
均
し
が
可

能
な
こ
と
で
、
斜
面
均

し
は
、
均
し
装
置
内
蔵

の
傾
胴
機
構
（
角
度
設

定
）
に
よ
る
重
錘
傾
斜

落
下
動
作
に
よ
り
行
わ

れ
る
。（
図
―
２
）

【
Ｎ
Ｄ
Ｒ
工
法

（
橋
脚
耐
震
補
強
用
仮
締
切
工
法
）】

本
工
法
は
、
橋
脚
の
水
中
部
分
の
耐

震
補
強
を
ド
ラ
イ
ワ
ー
ク
で
施
工
す
る

た
め
に
開
発
さ
れ
た
工
法
で
あ
る
。
函

体
と
称
す
る
仮
締
切
構
造
物
を
橋
脚
の

外
側
に
セ
ッ
ト
し
、
内
部
を
排
水
す
る

こ
と
で
内
空
と
称
す
る
作
業
空
間
が
得

ら
れ
る
。
函
体
は
、
壁
体
部
と
止
水
機

構
部
か
ら
構
成
さ
れ
、
対
象
構
造
物
の

形
状
お
よ
び
環
境
条
件
に
応
じ
て
設

計
・
製
作
さ
れ
る
。

本
工
法
は
、
一
九
八
六
年
か
ら
護
岸

や
橋
脚
の
水
中
部
の
補
修
に
も
適
用
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
分
野
で
は
二
十
件
以

上
の
使
用
実
績
が
あ
る
。（
図
―
３
）

【
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ル
に
よ
る

地
域
沈
下
測
量
シ
ス
テ
ム
】

本
技
術
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
有
す
る
リ
ア

ル
タ
イ
ム
性
と
広
域
性
、
レ
ー
ザ
ー
レ

ベ
ル
が
有
す
る
近
距
離
で
の
高
精
度
と

追
尾
性
を
組
み
合
わ
せ
て
構
築
さ
れ
た

測
量
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
基
準
点
を
含

む
測
点
の
平
面
位
置
は
Ｒ
Ｔ
Ｋ
―
Ｇ
Ｐ

Ｓ
、
高
さ
は
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ル
で
測
定

す
る
。

本
測
量
シ
ス
テ
ム
は
、
広
範
囲
な
地

域
の
水
準
測
量
を
三
級
水
準
測
量
程
度

の
精
度
で
行
い
、
デ
ー
タ
取
得
か
ら
結

果
の
出
力
ま
で
を
パ
ソ
コ
ン
で
自
動
的

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。（
図
―
４
）

【
空
気
圧
送
方
式
に
よ
る
敷
砂
、
覆
砂

の
薄
層
撒
出
工
法
】

本
工
法
は
、
空
気
圧
送
船
を
用
い
て
、

敷
砂
や
覆
砂
を
行
う
た
め
に
開
発
さ
れ

た
工
法
で
あ
る
。
本
工
法
に
お
い
て
は
、

排
砂
管
内
を
空
気
圧
送
さ
れ
る
砂
・

水
・
空
気
か
ら
な
る
混
相
流
は
、
二
連

式
サ
イ
ク
ロ
ン
に
よ
り
排
砂
口
で
空
気

を
分
離
さ
れ
る
と
と
も
に
減
勢
さ
れ
た

後
、
ち
り
取
り
状
の
排
砂
シ
ュ
ー
ト
に

排
出
さ
れ
、
薄
層
と
な
っ
て
水
面
に
撒

clo
se
up
techno

lo
g
y

図－３　ＮＤＲ工法（橋脚耐震補強用仮締切工法）

図－４　ＧＰＳとレーザーレベルによる
地域沈下測量システム

図－２　重錘式捨石均し工法
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き
出
さ
れ
る
。
本
工
法
の
た
め
に
新
た

に
開
発
さ
れ
た
装
置
は
、
二
連
サ
イ
ク

ロ
ン
、
排
砂
シ
ュ
ー
ト
お
よ
び
そ
れ
ら

を
搭
載
す
る
散
布
台
船
で
あ
る
。
散
布

台
船
の
喫
水
は
三
十
㎝
以
下
に
し
て
あ

る
の
で
、
水
深
一
ｍ
程
度
で
も
施
工
が

行
え
る
。
本
工
法
で
は
、
散
布
台
船
に

搭
載
さ
れ
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
磁
気
ジ
ャ
イ
ロ

で
構
成
さ
れ
る
船
体
測
位
シ
ス
テ
ム
と

水
深
測
量
の
結
果
を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
上

で
一
元
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
層

厚
管
理
を
行
う
。（
図
―
５
）

本
事
業
は
年
二
回
評
価
技
術
の
募
集

を
行
っ
て
お
り
、
現
在
も
本
年
三
月
ま

で
に
応
募
さ
れ
た
技
術
に
関
し
て
確

認
・
審
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

国
土
技
術
開
発
賞

本
事
業
は
、
民
間
の
技
術
開
発
者
に

対
す
る
研
究
開
発
意
欲
の
啓
発
と
建
設

産
業
に
お
け
る
技
術
水
準
の
向
上
を
図

り
、
も
っ
て
「
世
界
に
誇
れ
る
暮
ら
し
ぶ

り
」
の
実
現
を
支
え
る
社
会
資
本
に
必
要

と
な
る
ソ
フ
ト
な
面
も
含
め
た
広
範
な

新
技
術
の
開
発
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、（
財
）
国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

と
の
共
催
に
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

前
述
の
「
港
湾
関
連
民
間
技
術
の
確
認
審

査
・
評
価
事
業
」
と
異
な
り
、
港
湾
関
連

に
限
ら
ず
、
幅
広
く
建
設
一
般
の
新
技

術
を
表
彰
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
、「
第
四
回
国
土
技
術
開
発
賞
」

で
は
、
四
十
六
件
（
第
一
回
七
十
五
件
、

第
二
回
四
十
三
件
、
第
三
回
五
十
九
件
）

の
新
技
術
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
第
四

回
国
土
技
術
開
発
賞
選
考
委
員
会
に
お

い
て
厳
正
な
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
十

四
件
（
最
優
秀
賞
一
件
、
優
秀
賞
三
件
、

入
賞
十
件
）
の
技
術
の
入
賞
が
決
定
し
、

平
成
十
四
年
七
月
十
八
日
に
虎
ノ
門
パ

ス
ト
ラ
ル
に
お
い
て
扇
千
景
国
土
交
通

大
臣
を
お
迎
え
し
て
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
写
真
―
２
）

今
回
の
十
四
件
の
表
彰
の
う
ち
、
港

湾
関
連
の
技
術
と
し
て
は
「
近
自
然
型

海
浜
安
定
化
工
法
」（（
株
）テ
ト
ラ
）
と
、

「
高
含
水
泥
土
造
粒
固
化
工
法
」（
五
洋
建

設（
株
））
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

入
賞
し
た
工
法
の
一
覧
と
、
港
湾
関

連
の
技
術
の
概
要
を
以
下
に
示
し
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】

・
ゼ
ロ
ス
ペ
ー
ス
工
法
（（
株
）関
電
工
）

【
優
秀
賞
】

・
高
含
水
泥
土
造
粒
固
化
処
理
工
法

（
五
洋
建
設（
株
））

・
Ｔ
ヘ
ッ
ド
バ
ー
工
法（
清

水
建
設
（
株
）、
第
一
高

周
波
工
業（
株
））

・
近
自
然
型
海
浜
安
定
化

工
法
（（
株
）テ
ト
ラ
、
日

鐵
建
材
工
業
（
株
））

【
入
賞
】

・
ト
レ
カ
ラ
ミ
ネ
ー
ト
工

法（（
株
）大
林
組
、
東
レ

（
株
）、日
本
シ
ー
カ（
株
））

・
ト
ン
ネ
ル
軸
方
向
水
平

コ
ッ
タ
ー
式
Ｒ
Ｃ
セ
グ

メ
ン
ト（（
株
）大
林
組
）

・
ア
ク
ア
プ
ラ
工
法
（
東
急

建
設
（
株
）、（
株
）
明
治

ゴ
ム
化
成
、
タ
キ
ロ
ン

（
株
）、
三
菱
商
事
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク（
株
））

・
高
耐
震
・
低
コ
ス
ト
の

鉄
骨
柱
・
梁
接
合
技
術

（（
株
）大
林
組
）

・
Ａ
Ｍ
Ｐ（A

ir
M
ixing

P
illar

）

工
法
（
西
松
建
設（
株
）、
山
伸

工
業（
株
））

・
Ｔ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
工
法
（（
株
）大
林
組
、（
株
）

竹
中
工
務
店
、（
株
）竹
中
土
木
、（
株
）

不
動
建
設
（
株
））

・
３
次
元
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
精
密
施
工

（（
株
）間
組
、（
株
）ジ
オ
ス
ケ
ー
プ
）

・
ロ
ボ
Ｑ（（
株
）フ
ジ
タ
）

・
動
画
デ
ー
タ
か
ら
連
続
静
止
画
作
成

技
術（（
株
）エ
マ
キ
）

・
既
存
構
造
物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度

調
査
法「
ソ
フ
ト
コ
ア
リ
ン
グ
」（（
株
）

銭
高
組
、
前
田
建
設
工
業（
株
）、
日

本
国
土
開
発（
株
））

図－５　空気圧送方式による敷砂、覆砂の薄層撒出工法

写真－２　第四回国土技術開発賞の表彰式における扇千景国土交通大臣挨拶
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港
湾
関
連
技
術
の
概
要

【
高
含
水
泥
土
造
粒
固
化
処
理
工
法
】

近
年
、
航
路
維
持
工
事
な
ど
で
発
生
す

る
浚
渫
土
は
、
埋
立
地
の
減
少
な
ど
か
ら

処
分
先
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、基
礎
杭
工
事
や
シ
ー
ル
ド
工
事
な

ど
で
発
生
す
る
建
設
汚
泥
の
リ
サ
イ
ク

ル
率
は
低
く
、
高
含
水
泥
土
の
リ
サ
イ

ク
ル
技
術
の
確
立
は
急
務
で
あ
る
。

本
技
術
は
、
浚
渫
土
等
の
高
含
水
泥

土
に
含
水
比
調
整
材
と
固
化
材
を
加
え
、

新
開
発
の
特
殊
ミ
キ
サ
で
三
十
〜
六
十

秒
間
混
合
撹
拌
す
る
こ
と
に
よ
り
、
粒

状
の
改
良
土
（
写
真
―
３
）
を
製
造
す
る

も
の
で
あ
る
。
含
水
比
調
整
材
と
し
て
、

吸
水
力
の
あ
る
水
溶
性
ポ
リ
マ
ー
の
他

に
、
石
炭
灰
や
製
紙
灰
な
ど
の
廃
棄
物

の
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
循
環
型
社
会

に
対
応
し
た
技
術
で
あ
る
。
特
殊
ミ
キ

サ
は
混
合
槽
容
積
一
〇
〇
〇
リ
ッ
ト
ル

（
写
真
―
４
）
で
、
中
央
で
高
速
回
転
す

る
ス
ク
リ
ュ
ー
状
の
内
羽
根
と
、
そ
の

内
羽
根
で
せ
ん
断
さ
れ
外
に
弾
か
れ
た

混
合
材
を
中
心
に
戻
す
外
羽
根
で
構
成

さ
れ
、
短
時
間
に
効
率
よ
く
造
粒
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
改
良
土
は
、
砂
と
同

程
度
の
性
能
を
有
し
、
盛
土
材
や
路

床
・
路
盤
材
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
材
な
ど
に
有
効

利
用
で
き
る
。

【
近
自
然
型
海
浜
安
定
化
工
法
】

砂
浜
の
侵
食
機
構
に
関
す
る
基
礎
的

な
現
地
調
査
に
よ
っ
て
、
荒
天
時
の
海

浜
の
侵
食
は
砂
浜
に
遡
上
し
た
海
水
が

前
浜
に
浸
透
し
て
、
地
下
水
位
が
上
昇

す
る
こ
と
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と

い
う
新
し
い
知
見
を
得
た
。
こ
の
近
自

然
型
海
浜
安
定
化
工
法
は
、
こ
の
侵
食

機
構
を
逆
に
利
用
し
た
も
の
で
、
砂
浜

の
中
に
埋
設
し
た
透
水
層
に
よ
っ
て
、

浜
に
遡
上
し
浸
透
し
た
海
水
を
砂
浜
内

の
地
下
水
位
と
沖
側
の
水
位
と
の
差
に

よ
り
沖
の
海
底
に
自
然
排
水
さ
せ
て
浜

に
下
向
き
の
流
れ
を
つ
く
り
、
そ
の
結

果
、
浜
が
侵
食
を
受
け
に
く
く
な
る
他
、

海
水
に
含
ま
れ
る
浮
遊
砂
が
取
り
残
さ

れ
る
こ
と（
堆
積
）を
可
能
と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
本
工
法
は
、
防
災
機
能
を

有
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
砂

浜
の
中
に
透
水
層
を
設
置
す
る
だ
け
な

の
で
、
構
造
物
は
海
面
上
に
も
海
中
に

も
必
要
な
く
、
自
然
の
砂
浜
と
同
様
に

極
め
て
親
水
性
機
能
の
高
い
海
岸
保
全

が
可
能
で
あ
り
、
海
浜
へ
の
海
水
の
浸

透
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
、
浄
化
効
果

が
よ
り
顕
著
に
な
る
こ
と
も
期
待
で
き

る
も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

今
回
、
沿
岸
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い

る
二
つ
の
技
術
審
査
の
紹
介
を
し
ま
し

た
。
今
後
と
も
民
間
事
業
者
の
方
々
が
、

本
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新

規
技
術
開
発
の
促
進
に
つ
な
が
る
こ
と

を
祈
念
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

写真－３　改良土（造粒物）

写真－４　１０００リットル型造粒プラント

図－６　透水層の効果モデル

■
文
／
（
財
）
沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

調
査
部
　
主
任
研
究
員
　
鈴
木
　
統
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は
じ
め
に

シ
ド
ニ
ー
は
ま
だ
風
の
冷
た
い
春
で

し
た
が
、
天
候
に
は
恵
ま
れ
、
雲
一
つ
な

い
青
空
が
目
に
し
み
ま
し
た
。
九
月
下

旬
、
四
年
に
一
度
の
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
航
路
会

議
が
初
め
て
南
半
球
で
開
催
さ
れ
、
こ

れ
に
先
立
っ
て
年
次
総
会
や
評
議
会
な

ど
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
、
こ
こ
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
シ
ド
ニ
ー
の
ダ
ー
リ
ン

グ
・
ハ
ー
バ
ー
に
到
着
し
た
の
は
九
月
十

八
日
の
朝
で
し
た
。

Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
は
国
際
航
路
協
会

（International
N
avigation

A
sso-

ciation

）
の
通
称
で
、
明
治
維
新
の
前
年

一
八
八
五
年
に
設
立
さ
れ
た
伝
統
あ
る

協
会
で
す
。
以
前
は
国
際
航
路
会
議
協

会
（P

erm
anentInternationalA

sso-
ciation

of
N
avigation

C
ongress

）

と
称
し
て
い
ま
し
た
が
、
四
年
前
に
改

名
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
通
称
は
そ
の
ま

ま
で
す
。
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
は
六
十
六
カ
国
か

ら
二
六
〇
〇
の
団
体
や
個
人
が
参
加
し

て
い
る
中
堅
の
学
術
団
体
で
す
が
、
一

般
の
学
協
会
と
異
な
っ
て
い
る
点
は
政

府
会
員
の
存
在
で
す
。
わ
が
国
も
一
九

五
二
年
の
閣
議
決
定
を
経
て
政
府
会
員

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
政
府
分
担
金
の

額
と
一
般
会
員
の
数
に
応
じ
て
現
在
八

票
の
投
票
権
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
一
般
会
員
（
団
体
、
個
人
）
は
間
接

的
な
投
票
権
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
仕
組
み
と
伝
統
か
ら
か
、
本
協

会
は
国
連
の
諮
問
機
関
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。年

次
総
会
と
評
議
会

年
次
総
会
（A

n
n
u
a
l
G
e
n
e
ra
l

A
ssem

bly

）
は
協
会
の
最
高
議
決
機
関

で
年
に
一
度
五
月
頃
開
か
れ
ま
す
。
今

年
は
第
三
十
回
航
路
会
議
に
合
わ
せ
て

こ
れ
に
先
立
つ
九
月
二
十
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
わ
が
国
に
は
八
票
の
投
票

権
が
あ
る
の
で
、
首
席
代
表
、
筧
隆
夫

近
畿
地
方
整
備
局
副
局
長
を
筆
頭
に
、

表
―
１
に
示
す
八
名
の
代
表
と
三
名
の

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
出
席
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
代
表
は
政
府
会
員
で
あ
る
金
沢

寛
港
湾
局
長
（
首
席
）以
下
八
名
の
会
員

（
港
湾
局
関
係
六
名
、
水
産
庁
漁
港
漁
場

整
備
部
二
名
）
の
代
理
と
い
う
資
格
で

す
（
筧
副
局
長
は
政
府
会
員
で
も
あ
り

ま
す
）。
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
副
会
長
の
野
田
節

男
氏
は
も
ち
ろ
ん
ず
っ
と
雛
壇
に
座
っ

て
い
ま
し
た
。

今
総
会
の
最
大
の
懸
案
は
規
約
の
改

正
で
し
た
。
ブ
ラ
ッ
セ
ル
に
本
部
の
あ

る
本
協
会
は
ベ
ル
ギ
ー
政
府
か
ら
い
ろ

い
ろ
支
援
を
受
け
て
お
り
、
逆
に
ベ
ル

ギ
ー
国
の
規
制
に
合
わ
な
け
れ
ば
支
援

を
打
ち
切
る
と
脅
さ
れ
て
い
ま
す
。
規

約
を
公
開
し
、
新
聞
に
載
せ
る
と
い
う

の
も
規
制
の
一
つ
で
す
が
、
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ

は
一
九
二
三
年
以
来
こ
れ
を
や
っ
て
い

ま
せ
ん
。
内
部
的
に
は
そ
の
後
い
ろ
い

ろ
修
正
を
重
ね
、
二
〇
〇
〇
年
版
の
規

約
も
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
を
そ
の
ま

ま
公
表
す
る
の
は
規
制
に
合
わ
な
い
の

で
は
ば
か
ら
れ
る
所
で
す
。
そ
こ
で
事

務
局
は
必
要
最
低
限
の
条
文
を
規
約
と

す
る
よ
う
改
正
し
、
公
開
し
よ
う
と
し

た
の
で
す
が
、
わ
が
国
を
含
め
各
国
か

ら
反
論
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
結
局
、

改
正
は
来
年
五
月
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
開

か
れ
る
次
期
総
会
に
持
ち
越
さ
れ
、
そ

れ
ま
で
に
細
則
案
を
作
成
し
て
議
論
を

深
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
題
と
し
て
は
、
毎
年
一

名
ず
つ
交
替
す
る
副
会
長
の
指
名（
今
回

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ド
イ
ツ
人B

ruhl

氏
）、

若
い
技
術
者
向
け
の
グ
ス
タ
ブ
・
ウ
ィ

レ
ム
ズ
賞
を
デ
パ
ー
プ
・
ウ
ィ
レ
ム
ズ

賞
に
衣
替
え
し
て
拡
充
す
る
こ
と
な
ど

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
予
定
と

し
て
年
次
総
会
が
二
〇
〇
三
年
に
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
ベ
ル
ゲ
ン
で
、二
〇
〇
四
年
に

わ
が
国
の
福
岡
で
、二
〇
〇
五
年
に
ア
メ

リ
カ
の
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
で
開
か
れ
る

と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
四
年
後

の
第
三
十
一
回
航
路
会
議
は
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
リ
ス
ボ
ン
で
開
か
れ
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
招
致
演
説
の
一
つ
と
し
て
筧
首

席
代
表
と
黒
岩
代
表
に
よ
る
福
岡
年
次

総
会
へ
の
招
致
が
あ
り
ま
し
た
。

評
議
会
（C

ouncil

）
は
各
国
の
首
席

代
表
が
集
ま
り
、
年
次
総
会
に
向
け
た

事
前
の
協
議
を
す
る
場
で
、
九
月
十
九

日
の
夕
方
に
開
か
れ
ま
し
た
。
わ
が
国

か
ら
は
筧
首
席
代
表
の
他
に
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
真
田
課
長
補
佐
、
奥
村
調

査
役
が
出
席
し
ま
し
た
。
議
題
は
年
次

総
会
と
重
複
す
る
の
で
省
き
ま
す
が
、

前
述
の
よ
う
に
、
最
大
の
懸
案
で
あ
る

規
約
の
改
正
が
来
年
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ま

で
延
期
さ
れ
る
こ
と
が
予
め
了
承
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
の
議
題
も
前
述
の
年

次
総
会
と
ほ
ぼ
同
様
で
し
た
。

各
種
の
委
員
会

Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
に
は
運
営
に
関
す
る
委

員
会
と
技
術
に
関
す
る
委
員
会
が
幾
つ

か
あ
り
ま
す
。
多
く
の
会
員
が
集
ま
る

航
路
会
議
の
機
会
に
こ
れ
ら
の
委
員
会

が
相
次
い
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

第
一
は
執
行
委
員
会
（E

x
e
c
u
tiv
e

C
om
m
ittee

）
で
、
国
政
で
い
え
ば
内
閣

に
相
当
す
る
も
の
で
す
が
、
九
月
十
九

日
に
開
か
れ
、
本
協
会
運
営
の
全
般
に

亘
っ
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
わ
が
国
か

ら
は
野
田
副
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

技
術
委
員
会
は
四
つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
数
個
以

上
あ
っ
て
、
特
定
の
テ
ー
マ
を
数
年
間

研
究
し
、
ま
と
め
て
い
ま
す
。
今
回
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
ほ
と
ん
ど
開
か
れ

な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
四
つ
の
本
委
員

会
は
九
月
二
十
二
日
（
日
）
の
午
前
か
ら

午
後
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
わ

が
国
か
ら
は
海
港
委
員
会
（M

a
ritim

e
N
avigation

C
om
m
ission

）
に
戸
嶋
代

表
と
真
田
課
長
補
佐
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

委
員
会（R

ecreational
N
avigation

C
om
m
ission

）
に
鈴
木
主
任
研
究
官
、

環
境
委
員
会
（E

n
v
iro
n
m
e
n
ta
l

C
om
m
ission

）
に
奥
村
代
表
が
出
席
し

ま
し
た
。
内
陸
委
員
会
（In

la
n
d

N
avigation

C
om
m
ission

）
に
は
二
、

三
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
除
い
て

わ
が
国
は
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
委
員
会
で
は
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
設
立
や
成
果
の
公
表
な
ど
が
協
議

さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
関
す
る
臨
時
協
議
会

（T
ask
F
orce

）
が
九
月
二
十
三
日
に
開

催
さ
れ
、
野
田
副
会
長
と
井
合
進
京
大

海外
フォーラム

Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
日
本
部
会
事
務
局
長

奥
村
樹
郎

首 席 代 表 �

代 　 　 表 �

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

オブザーバー�

〃�

〃�

筧　　隆夫 近畿地方整備局副局長�

小和田　亮 港湾空港技術研究所理事長�

三上　信雄 漁港漁場整備部整備課課長補佐�

藤田　智輝 漁港漁場整備部整備課係長�

井上　興治 沿岸開発技術研究センター理事長�

戸嶋　英樹 りんかい建設副社長�

奥村　樹郎 JS－PIANC事務局長（OCDI調査役）�

黒岩　尚昭 福岡市港湾局計画部企画調査課長�

真田　　仁 港湾局開発課課長補佐�

坂　　克人 関西国際空港㈱空港計画部調査役�

鈴木高二朗 港湾空港技術研究所海洋・水工部主任研究官�

表－１　　　年次総会日本代表団
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教
授
が
出
席
し
ま
し
た
。

運
営
に
関
す
る
委
員
会
の
一
つ
と
し

て
国
際
協
力
委
員
会
（In
te
rn
a
tio
n
a
l

C
ooperation

C
om
m
ission

）
が
九
月

十
九
日
の
午
前
に
開
か
れ
、
奥
村
代
表

が
出
席
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
途
上
国

に
対
す
る
技
術
協
力
の
方
策
な
ど
が
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
長
会
議

（S
ecretaries

M
eeting

）
も
毎
年
開
か

れ
る
も
の
で
、
九
月
二
十
二
日
の
夕
方
、

連
絡
事
項
の
ほ
か
に
各
国
の
活
動
状
況

が
報
告
さ
れ
、
わ
が
国
か
ら
は
奥
村
事

務
局
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

航
路
会
議

四
年
に
一
度
の
国
際
航
路
会
議
は
Ｐ

Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
九

月
二
十
二
日
夜
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
始

ま
り
、
二
十
六
日
夕
方
の
全
体
会
議
で

終
了
す
る
ま
で
の
四
日
間
は
大
変
充
実

し
た
も
の
で
し
た
。
今
回
は

従
来
の
よ
う
な
国
別
論
文
が

排
除
さ
れ
、
基
調
講
演
と
一

般
（
個
人
）
発
表
、
お
よ
び

委
員
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
構
成

さ
れ
ま
し
た
。

ａ
）
基
調
講
演
な
ど

九
月
二
十
三
日
は
開
会
式

で
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
友
好
団
体
と
し
て
提
携
協

定
を
結
ん
で
い
る
国
際
港
湾

協
会
（
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｈ
）
か
ら
染

谷
昭
夫
会
長
が
井
上
聰
史
事

務
総
長
と
と
も
に
招
待
さ
れ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
組
織
委

員
長
や
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
会
長
の

挨
拶
に
続
い
て
お
祝
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

基
調
講
演
は
毎
日
朝
一
番

に
あ
り
、
合
計
四
つ
の
講
演

の
中
に
は
途
上
国
の
事
情
や

環
境
問
題
に
言
及
す
る
も
の

も
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
聴
き

ご
た
え
の
あ
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
初
日
に
は
グ
ス
タ
ブ
・

ウ
ィ
レ
ム
ズ
賞
を
得
た
ア
ン

ダ
ー
ト
ン
・
ボ
ー
ト
・
リ
フ

ト
の
保
存
に
つ
い
て
の
講
演

も
あ
り
ま
し
た
。

最
終
日
の
夕
方
は
お
祭
り
的
な
閉
会

式
で
は
な
く
、
航
路
会
議
の
結
論
・
総

括
と
委
員
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
報
告
で
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

ｂ
）
一
般
発
表

航
路
会
議
で
発
表
・
討
議
さ
れ
た
論

文
は
最
終
的
に
一
六
三
編
で
し
た
。
こ

の
う
ち
わ
が
国
か
ら
は
二
十
編
が
発
表

さ
れ
、
三
番
目
に
多
い
国
と
な
り
ま
し

た
。
発
表
は
四
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン（
分
科

会
）に
分
か
れ
て
同
時
並
行
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
の
幾
つ
か
は
パ
ネ
ル
セ

ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、
実
質
的
に

は
発
表
時
間
が
短
い
だ
け
で
他
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
と
変
わ
ら
な
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。な
お
、セ
ッ
シ
ョ
ン
の
議
長
と
し
て
わ

が
国
か
ら
は
野
田
副
会
長
、
赤
塚
雄
三
東

洋
大
教
授
、黒
田
勝
彦
神
戸
大
教
授
の
三

人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。議
長
の
数
の
一
割

足
ら
ず
で
し
た
。

一
般
発
表
の
テ
ー
マ
は
多
岐
に
亘
り

ま
し
た
。
主
な
も
の
と
し
て
港
湾
開
発

（
二
十
九
編
）、
内
陸
航
路（
二
十
五
編
）、

環
境（
二
十
三
編
）、港
湾
建
設（
十
八
編
）、

浚
渫
土
（
十
三
編
）、
維
持
補
修
（
九
編
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ｃ
）
委
員
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
テ
ク
ニ

カ
ル
ツ
ア
ー

最
終
日
の
午
後
、
実
質
二
時
間
半
が

委
員
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
充
て
ら
れ
ま
し

た
。
四
つ
の
技
術
委
員
会
と
国
際
協
力

委
員
会
に
つ
い
て
特
定
の
委
員
達
だ
け

の
討
論
で
は
な
く
、
一
般
の
参
加
者
か

ら
の
意
見
を
聞
こ
う
と
の
主
旨
で
す
。

具
体
的
に
は
委
員
長
や
委
員
達
が
委
員

会
で
の
討
議
状
況
を
説
明
し
、
一
般
の

意
見
を
求
め
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

九
月
二
十
五
日
の
午
後
は
テ
ク
ニ
カ
ル

ツ
ア
ー
と
し
て
三
方
面
に
分
か
れ
、
シ
ド

ニ
ー
港
を
視
察
し
ま
し
た
。筆
者
が
参
加
し

た
ボ
タ
ニ
ー
湾
で
は
空
港
に
近
い
コ
ン
テ

ナ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
盛
ん
に
荷
役
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

同
伴
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

同
伴
者
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
組

織
委
員
会
に
よ
る
も
の
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
よ
る
も
の
の
二
本
立
て
で
、や

や
複
雑
で
し
た
が
、年
次
総
会
な
ど
の
期

間
を
含
め
て
数
え
て
み
る
と
二
十
八
項

目
と
い
う
豊
富
さ
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

同
じ
時
間
帯
に
複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
る
の
は
普
通
で
、
選
択
に
迷
っ
た
末

に
全
体
と
し
て
欲
張
り
す
ぎ
、
疲
れ
が

た
ま
っ
た
人
も
い
た
よ
う
で
す
。
た
だ

し
、
そ
の
多
く
が
有
料
で
、
出
費
は
か

さ
み
ま
し
た
が
、
シ
ド
ニ
ー
周
辺
の
自

然
と
歴
史
を
堪
能
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
他
の
催
し

航
路
会
議
の
夜
は
毎
日
何
か
の
催
し

が
あ
り
ま
し
た
。
九
月
二
十
二
日
の
夜

に
続
い
て
二
十
三
日
に
は
シ
ド
ニ
ー
市

の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
ま
し
た

（
写
真
参
照
）。
そ
の
後
の
三
日
間
は
い

ず
れ
も
有
料
で
す
が
、
デ
ィ
ナ
ー
航
海
、

オ
ペ
ラ
・
カ
ル
メ
ン
、
晩
餐
会
と
続
き

ま
し
た
。
最
終
日
の
晩
餐
会
で
は
皆
で

ダ
ン
ス
を
踊
り
、
夜
半
過
ぎ
ま
で
楽
し

み
、
名
残
を
惜
し
ん
だ
も
の
で
し
た
。

お
わ
り
に

第
三
十
回
国
際
航
路
会
議
に
は
わ
が

国
か
ら
四
十
六
人
が
登
録
し
、同
伴
者
十

二
人
と
年
次
総
会
だ
け
の
参
加
者
四
人

を
入
れ
る
と
総
勢
六
十
二
人
が
参
画
し

ま
し
た
。
発
表
論
文
数
と
同
様
に
三
番

目
に
多
い
国
と
な
り
、
貢
献
度
の
大
き

さ
に
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、要
約
集

へ
の
広
告
や
展
示
ブ
ー
ス（
関
西
国
際
空

港
）な
ど
経
済
的
な
面
で
も
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
四
年
に
は
福
岡

市
で
年
次
総
会
を
開
催
し
ま
す
。
何
事

も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
中
で
わ
が
国
の

重
み
が
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
の
中
で
も
次
第
に

大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

シドニー市のTown Hall（City Hall ではなく、何故かTown Hall）で行われたCivic Receptionの全員写真
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は
じ
め
に

広
島
空
港
は
、
平
成
五
年
十
月
に
広
島
市

の
中
心
部
か
ら
東
へ
約
五
十
㎞
離
れ
た
豊
田

郡
本
郷
町
に
、
長
さ
二
五
〇
〇
ｍ
の
滑
走
路

を
有
す
る
新
空
港
と
し
て
供
用
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
利
用
者
の
順
調
な
増
加

及
び
中
国
・
四
国
地
方
の
拠
点
空
港
と
し
て

の
機
能
向
上
を
図
り
、
長
距
離
国
際
線
需
要

に
対
応
す
べ
く
、
平
成
八
年
十
一
月
よ
り
滑

走
路
延
長
事
業
に
着
手
し
、
平
成
十
三
年
一

月
に
は
中
国
・
四
国
地
方
で
初
の
三
〇
〇
〇

ｍ
滑
走
路
を
有
す
る
空
港
と
し
て
供
用
が
開

始
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

就
航
路
線
は
、
平
成
十
四
年
七
月
一
日
現

在
で
、
国
内
線
は
旅
客
の
七
十
％
を
占
め
る

東
京
線
の
十
七
便
／
日
を
始
め
、
全
国
六
都

市
へ
一
日
二
十
四
便
が
運
航
し
て
お
り
、
平

成
十
三
年
の
旅
客
数
は
三
三
四
二
千
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
線
で
は
、
ソ
ウ

ル
線
の
九
便
／
週
、
上
海
・
西
安
線
と
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
線
の
四
便
／
週
や
大
連
・
北
京
線

の
二
便
／
週
、
等
の
二
十
三
便
／
週
が
運
航

し
て
お
り
、
平
成
十
三
年
の
旅
客
数
は
三
〇

三
千
人
と
な
っ
て
お
り
、
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー

便
も
開
港
か
ら
平
成
十
四
年
三
月
末
ま
で
に

「
広
島
空
港
建
設
工
事
」

降
雨
に
弱
い
ま
さ
土
の
超
高
盛
土
に
挑
ん
だ
広
島
空
港
建
設
工
事

沿
岸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
20
世
紀
を
振
り
返
っ
て

二
一
四
六
便
が
運
航
さ
れ
、
中
国
・
四
国
地

方
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

広
島
空
港
の
建
設
工
事
の
主
な
特
徴
は
、

降
雨
に
弱
い
と
い
わ
れ
て
い
る
「
ま
さ

土
」
を
用
地
造
成
材
と
し
て
利
用
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
が
国
の
陸
上
空

港
建
設
工
事
と
し
て
は
最
大
の
工
事
を

短
期
間
で
実
施
し
、
降
雨
に
対
し
て
ほ

と
ん
ど
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
で
、
か

つ
、
自
然
環
境
に
調
和
し
た
空
港
を
つ

く
り
上
げ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

本
報
告
で
は
、
二
十
世
紀
を
振
り
返

っ
て
、
広
島
空
港
建
設
工
事
の
う
ち
特

に
用
地
造
成
工
事
に
つ
い
て
、
そ
の
技

術
的
課
題
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
課

題
を
解
決
す
る
に
当
た
っ
て
収
得
し
た

新
た
な
知
見
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
こ
れ
か
ら

の
空
港
整
備
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
報
告
す
る
も
の
で
す
。

広
島
空
港
の
建
設
工
事
の
特
徴

広
島
空
港
建
設
工
事
は
、
（1）
降
雨
に

対
し
て
斜
面
が
崩
壊
あ
る
い
は
地
盤
が

沈
下
す
る
な
ど
弱
い
と
い
わ
れ
て
い
る

「
ま
さ
土
」
に
よ
る
高
盛
土
、
（2）
切
・
盛
土
量

が
合
計
四
千
万
　
を
越
え
る
大
規
模
土
工
事
、

（3）
最
大
盛
土
高
一
〇
〇
ｍ
に
も
な
る
超
高
盛

土
工
事
、
（4）
約
七
六
〇
万
　
も
の
硬
岩
発
破
、

（5）
ア
ー
チ
カ
ル
バ
ー
ト
・
ト
ン
ネ
ル
工
や
落

差
一
〇
〇
ｍ
の
開
水
路
工
等
の
大
規
模
か
つ

多
様
な
附
帯
工
、
（6）
広
島
ア
ジ
ア
競
技
大
会

の
開
催
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
の
工
期
の
逼

中
国
地
方
整
備
局
　
広
島
港
湾
空
港
工
事
事
務
所
長
　
春
日
井
康
夫

図－１広島空港利用旅客者数の推移

数
限
り
な
い
技
術
課
題
に

取
り
組
ん
だ
建
設
工
事

写真－１　広島空港全景

ｍ3

ｍ3
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の
安
定
性
を
優
先
し
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

特
に
斜
面
部
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
設
計
手

法
と
は
大
き
く
異
な
る
台
形
型
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
斜
面
地
盤
部
の
排

水
性
は
十
分
確
保
さ
れ
、
長
期
的
安
定
性
が

格
段
に
向
上
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

③
排
水
工
及
び
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
工

盛
土
内
に
雨
水
や
地
下
水
が
浸
透
す
る
と
、

地
盤
の
沈
下
や
ス
レ
ー
キ
ン
グ
に
よ
り
強
度

が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
用
地
造
成

工
事
期
間
中
も
、
雨
水
、
地
下
水
及
び
浸
透

水
等
の
排
水
を
的
確
に
処
理
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
地
下
水
、
浸
透
水
の

地
下
排
水
処
理
の
た
め
、
谷
筋
に
暗
排
水
工

を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
用
地
造
成
完

了
後
も
盛
土
内
の
地
下
水
位
を
低
下
さ
せ
る

機
能
を
も
兼
ね
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
土
砂
や
軟
岩
Ⅰ
か
ら
な
る
Ｂ
ゾ
ー

ン
は
、
空
港
基
本
施
設
で
あ
る
滑
走
路
や
誘

導
路
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
排
水
に

関
し
て
十
分
な
対
策
が
必
要
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
広
島
空
港
で
は
高
松
空
港
や
秋
田
空

港
の
実
績
を
参
考
に
、
層
厚
は
五
十
㎝
、
敷

設
勾
配
四
％
で
Ｂ
ゾ
ー
ン
の
盛
土
内
鉛
直
方

向
に
十
ｍ
ご
と
の
水
平
ド
レ
ー
ン
層
を
設
け

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
各
ゾ
ー
ン
の
盛
土
材
は
、
そ
れ

ぞ
れ
を
構
成
す
る
材
料
の
粒
径
が
異
な
っ
て

い
る
た
め
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
境
界
及
び
そ
の

近
傍
で
は
、
浸
透
流
に
よ
り
盛
土
内
の
空
隙

が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
現
象
を

防
ぐ
た
め
に
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
間
の
境
界
に
砕

石
で
厚
さ
〇
・
五
〜
一
・
〇
ｍ
の
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。

④
リ
ッ
プ
ラ
ッ
プ

広
島
空
港
で
は
善
入
寺
谷
地
区
の
よ
う
な

超
高
盛
土
の
長
大
な
法
面
に
な
る
と
、
表
層

崩
壊
が
起
き
た
場
合
の
修
復
が
非
常
に
困
難

で
あ
る
こ
と
、
及
び
崩
壊
時
の
周
辺
地
区
に

及
ぼ
す
影
響
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
安
全
性

に
優
れ
る
と
と
も
に
維
持
修
理
が
容
易
で
ま

た
表
面
排
水
処
理
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
く
、

さ
ら
に
経
済
性
も
考
慮
し
て
岩
座
張
（
リ
ッ

プ
ラ
ッ
プ
）
工
法
を
採
用
し
ま
し
た
。

こ
の
工
法
は
、
切
土

か
ら
大
量
の
硬
岩
が
取

り
出
せ
た
こ
と
か
ら
、

硬
岩
の
特
徴
で
あ
る
圧

縮
強
度
が
大
で
材
料
の

噛
み
合
わ
せ
に
よ
る
せ

ん
断
強
度
が
期
待
で
き
、

摩
擦
角
が
大
き
く
、
安

定
解
析
上
す
べ
り
面
が

生
じ
る
箇
所
に
効
果
的

で
す
。

お
わ
り
に

広
島
空
港
は
当
時
の
英

知
を
結
集
し
て
整
備
さ

れ
た
空
港
で
す
が
、
建

設
位
置
が
標
高
三
三
〇

ｍ
の
山
間
台
地
上
に
位

置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

季
節
的
に
気
象
条
件
が

悪
化
し
、
空
港
周
辺
特
有
の
霧
等
の
発
生
に

伴
う
視
程
不
良
に
よ
る
欠
航
及
び
ダ
イ
バ
ー

ト
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
就
航
率

の
改
善
、
定
時
制
の
向
上
、
さ
ら
に
は
新
規

路
線
誘
致
に
よ
る
使
い
や
す
い
空
港
の
実
現

の
た
め
に
は
、
計
器
着
陸
装
置
の
高
カ
テ
ゴ

リ
ー
化
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
も
、
輸
送
力

の
確
保
・
強
化
を
図
る
た
め
に
は
、
道
路
系

よ
り
も
大
量
輸
送
能
力
を
有
し
、
定
時
制
及

び
確
実
性
に
優
れ
、
高
速
化
が
期
待
で
き
る

軌
道
系
ア
ク
セ
ス
の
整
備
も
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

中
国
地
方
整
備
局
広
島
港
湾
空
港
工
事
事

務
所
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
使
い
や
す
い
広

島
空
港
の
実
現
の
た
め
、
今
後
も
努
力
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

用
地
造
成
工
事

用
地
造
成
工
事
の
う
ち
、
特
徴
的
な
部
分
に

つ
い
て
以
下
に
示
し
ま
す
。

①
盛
土
構
造
コ
ン
セ
プ
ト

用
地
造
成
設
計
に
お
い
て
は
、
土
取
り
場

か
ら
発
生
す
る
切
土
量
と
盛
土
量
の
土
量
バ

ラ
ン
ス
を
図
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
発
生
す

る
材
料
は
土
砂
、
軟
岩
及
び
硬
岩
で
す
が
、

特
に
土
砂
、
軟
岩
系
の
い
わ
ゆ
る
「
ま
さ
土
」

に
よ
る
盛
土
体
は
降
雨
に
対
し
て
弱
く
、
こ

れ
ら
を
無
計
画
で
盛
り
立
て
る
こ
と
は
、
盛

土
の
安
定
性
、
施
工
性
、
さ
ら
に
は
残
留
沈

下
量
の
増
大
等
の
問
題
を
生
じ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
盛
土
構
造
の
検
討
に
際
し

て
は
、
降
雨
に
対
し
て
極
力
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
不
要
と
な
る
よ
う
に
、
斜
面
部
で
は
雨
水

を
体
内
に
浸
透
降
下
さ
せ
て
在
来
地
盤
表
面

か
ら
緩
や
か
に
排
水
し
、
地
盤
部
で
は
雨
水

を
な
る
べ
く
体
内
に
浸
透
さ
せ
な
い
、
浸
透

し
た
も
の
は
速
や
か
に
排
水
す
る
、
と
い
う

新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

②
盛
土
体
ゾ
ー
ニ
ン
グ

盛
土
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
、
滑
走
路
や
誘
導
路
の

地
盤
部
で
の
荷
重
分
布
及
び
斜
面
の
地
盤
部

迫
、
等
非
常
に
困
難
な
条
件
の
下
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
時
の
第
三
港
湾
建
設
局
と
し
て
も
、
こ

の
広
島
空
港
建
設
工
事
を
ま
れ
に
み
る
ビ
ッ

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
、
組
織

全
体
で
連
携
を
と
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
所
内
に
施
工
会
議
を

設
置
し
、
そ
の
中
で
の
検
討
を
中
心
に
し
て

事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
場
で
取
り
組
ん
で
解
決
し
て

き
た
技
術
課
題
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
（1）
切
土

工
、
盛
土
工
の
全
体
最
適
化
に
よ
る
全
体
工

図－３　新たな発想によるゾーニング

緊
急
課
題
を
克
服
し
て

よ
り
使
い
や
す
い
空
港
に

図－２　メンテナンスフリーの超高盛土を実現するコンセプト

程
の
進
捗
、
（2）
硬
岩
発
破
の
施
工
能
力
の
向

上
、
（3）
盛
土
地
盤
の
転
圧
方
法
と
沈
下
管
理

方
法
、
（4）
リ
ッ
プ
ラ
ッ
プ
工
の
施
工
能
力
の

向
上
、
（5）
不
良
土
砂
の
増
大
に
対
応
し
た
土

捨
場
の
確
保
、
（6）
場
内
工
事
用
道
路
の
再
配

置
、
（7）
エ
プ
ロ
ン
地
区
の
施
工
計
画
の
見
直

し
と
対
策
、
（8）
ア
ー
チ
カ
ル
バ
ー
ト
工
の
施

工
能
力
ア
ッ
プ
と
ク
ラ
ッ
ク
対
策
、
（9）
開
水

路
落
差
工
の
工
事
安
全
対
策
、
（10）
盛
土
地
盤

の
沈
下
管
理
と
舗
装
工
事
着
手
の
タ
イ
ミ
ン

グ
等
、
数
え
上
げ
れ
ば
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

図－４　盛土内排水系統図
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は
じ
め
に

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
首
都
リ
ス
ボ
ン
か
ら
南
西

約
一
〇
〇
〇
㎞
の
大
西
洋
上
に
あ
る
マ
デ
ィ

ラ
島
は
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
と
同
緯
度
に
あ
り
、

年
間
を
通
じ
て
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
が
あ
こ
が
れ
る
リ
ゾ
ー
ト

地
で
す
。

年
中
花
が
絶
え
ず
、
中
心
都
市
フ
ン
シ
ャ

ル
の
名
前
は
甘
い
香
り
の
ウ
イ
キ
ョ
ウ

（Funcho

）
に
由
来
し
ま
す
。

マ
デ
ィ
ラ
島
の
空
の
玄
関
、
フ
ン
シ
ャ
ル

空
港（
マ
デ
ィ
ラ
空
港
）は
、
フ
ン
シ
ャ
ル
の

東
サ
ン
タ
・
ク
ル
ー
ズ
の
海
岸
に
あ
り
ま
す
。

海
岸
か
ら
急
角
度
で
そ
そ
り
立
つ
火
山
島

で
、
本
空
港
の
建
設
に
は
、
こ
の
地
理
的
条

件
を
克
服
す
る
た
め
、
世
界
で
も
例
を
見
な

い
構
造
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
今
年
七
月
、

最
終
段
階
に
入
っ
た
本
空
港
の
拡
張
事
業
を

訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
、そ
の
報
告
を

し
ま
す
。

フ
ン
シ
ャ
ル
空
港

船
舶
が
本
国
と
の
行
き
来
の
唯
一
の
手
段

で
し
た
が
、急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
航
空

輸
送
を
利
用
す
る
た
め
、一
九
四
〇
年
代
に

空
港
建
設
の
調
査
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
一
九
六
四
年

に
Ｄ
Ｃ
３
（
Ｄ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ａ
）
対
応
の
一
六
〇

〇
ｍ
級
滑
走
路
を
持
つ
空
港
が

開
港
し
、
一
九
八
六
年
に
乱
気

流
対
策
と
し
て
滑
走
路
は
一
八

〇
〇
ｍ
級
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
は
岬
を
切
り
盛
り
し
て

行
わ
れ
、
一
八
〇
〇
ｍ
へ
の
延

長
工
事
で
は
、
今
回
訪
れ
た
拡

張
事
業
を
特
徴
付
け
て
い
る
、

桟
橋
構
造
（
海
面
上
五
十
八
ｍ

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ス
ラ
ブ
を

支
柱
で
支
え
る
）
が
一
部
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
増
え
続
け
る
旅
客

需
要
を
処
理
す
る
た
め
、
航
空

機
の
大
型
化
が
必
要
と
な
り
、
ま
た
安
全
性

を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
た
め
、
新
た
な
建
設

位
置
も
含
め
た
調
査
が
、
一
九
七
五
年
に
開

始
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

島
内
の
い
く
つ
も
の
地
点
が
候
補
地
と
し

て
調
査
さ
れ
、
欠
航
の
原
因
と
な
っ
て
い
た

雨
雲
を
見
下
ろ
す
、
標
高
一
〇
〇
〇
ｍ
級
の

高
原
は
、
就
航
率
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
有

力
で
し
た
が
、
雨
雲
の
中
に
入
っ
た
時
に
落

雷
の
危
険
が
あ
り
ま
し
た
。

絞
り
込
ま
れ
た
候
補
地
に
は
水
理
模
型
実

験
、
風
洞
実
験
に
よ
る
比
較
も
な
さ
れ
、
最

終
的
に
は
現
在
の
位
置
で
二
八
〇
〇
ｍ
級
滑

走
路
へ
の
拡
張
と
な
り
ま
し
た
。

拡
張
事
業

新
滑
走
路
は
北
側
へ
の
延
長
と
さ
れ
、
旧

滑
走
路
よ
り
就
航
率
（
一
〜
二
％
）
を
上
げ

る
た
め
、
方
位
を
南
側
滑
走
路
端
を
中
心
と

し
て
約
三
度
北
へ
振
り
ま
し
た
。

投
資
規
模
が
巨
額
に
な
る
た
め
、
工
事
は

三
段
階
に
分
割
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

第
一
段
階

二
三
三
六
ｍ
滑
走
路
と
エ
プ
ロ
ン

（
十
四
バ
ー
ス
で
二
バ
ー
ス
は
Ｂ
７
４

７
ク
ラ
ス
対
応
）
の
建
設

第
二
段
階

二
七
八
一
ｍ
滑
走
路
の
完
成

第
三
段
階

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
改
築
、
増
築

現
在
、
第
三
段
階
に
入
っ
て
お
り
、
今
後
、

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
他
に
駐
車
場
、
ア
ク
セ

ス
道
路
等
の
改
良
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

工
事
は
、
旧
滑
走
路
の
山
側
を
切
っ
て
、

滑
走
路
の
南
側
用
地
と
制
限
表
面
を
確
保
し
、

こ
れ
に
よ
り
発
生
し
た
土
砂
で
北
側
の
入
り

江
を
海
面
上
四
ｍ
ま
で
埋
立
て
、
こ
の
埋
め

立
て
地
と
地
山
斜
面
と
に
支
柱
を
建
設
し
、

そ
の
上
に
Ｐ
Ｃ
桁
の
ス
ラ
ブ
を
打
っ
て
、
滑

走
路
用
地
と
す
る
方
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

滑
走
路
延
長
部
の
構
造
は
、
ス
ラ
ブ
を
支

柱
で
支
え
る
、
桟
橋
構
造
で
す
。

本
構
造
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、
埋
め
立
て

に
よ
る
用
地
造
成
で
は
、
埋
立
、
盛
土
工
事

が
大
規
模
に
な
り
、
島
内
で
は
土
砂
の
確
保

が
困
難
で
、
ま
た
、
広
い
海
面
が
消
滅
す
る

こ
と
に
な
る
た
め
で
し
た
。

ま
た
、
当
初
北
側
の
入
江
を
埋
立
す
る
計

画
は
な
く
、
海
上
に
直
接
支
柱
を
建
設
す
る

は
じ
め
に

フ
ン
シ
ャ
ル
空
港（
マ
デ
ィ
ラ
空
港
）の
拡
張
事
業
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アルジェリア�
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カサブランカ�
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拡
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事
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ン
シ
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ル
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こ
と
に
し
て
、
埋
立
は
発
生
し

た
土
砂
の
処
分
と
し
て
行
っ
た

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
工
事

を
陸
上
で
行
え
た
こ
と
か
ら
、

工
費
、
工
期
、
工
事
の
安
全
な

ど
様
々
な
面
で
有
利
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

次
に
、
現
地
で
感
じ
た
い
く

つ
か
の
特
徴
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

桟
橋
の
支
柱
構
造

マ
デ
ィ
ラ
島
は
火
山
島
で
あ

る
が
、
大
き
な
地
震
が
ほ
と
ん

ど
無
く
、
直
径
三
・
〇
ｍ
と
い

う
極
め
て
ス
レ
ン
ダ
ー
な
円
柱

で
ス
ラ
ブ
を
支
え
る
構
造
と
な

っ
て
い
ま
す
。

支
柱
は
最
長
五
十
ｍ
か
ら
地

山
支
持
層
の
位
置
に
よ
り
長
さ

を
変
え
、
横
断
方
向
六
列
、
縦

断
三
十
一
列
の
約
一
八
〇
本
で
、

支
柱
が
林
立
す
る
様
は
教
会
の
礼
拝
堂
を
思

わ
せ
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
礎
は
、
支
持
層
が
浅
い
地
山
で
は
、
そ

の
層
ま
で
掘
削
し
て
直
接
基
礎
に
し
、
支
持

層
が
深
く
な
る
埋
立
部
で
は
、
支
持
杭
を
一

本
の
支
柱
に
八
本
打
設
し
て
い
ま
す
。

我
が
国
で
採
ら
れ
て
い
る
設
計
方
法
、
建

設
工
法
な
ど
と
比
べ
て
全
く
新
し
い
も
の
で

は
な
い
が
、
地
震
力
が
小
さ
い
と
い
う
恵
ま

れ
た
条
件
が
、
こ
う
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
構
造

物
の
建
設
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

継
ぎ
手

桟
橋
に
は
、
継
ぎ
手
が
三
カ
所
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

地
山
と
桟
橋
と
の
境
界
で
、
ゴ
ム
・
ジ
ョ

イ
ン
ト
が
、
第
一
、
二
段
階
の
桟
橋
を
つ
な

ぐ
箇
所
で
ロ
ー
リ
ン
グ
リ
ー
フ
・
ジ
ョ
イ
ン

ト
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

桟
橋
と
地
山
と
の
縁
を
切
り
、
ま
た
縦
断

方
向
に
長
い
桟
橋
を
二
つ
に
分
割
す
る
こ
と

に
よ
り
、
桟
橋
の
構
造
上
有
利
と
な
り
、
ま

た
地
震
後
の
修
復
を
容
易
に
し
、
温
度
に
よ

る
変
位
を
吸
収
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

継
ぎ
手
の
プ
レ
ー
ト
に
は
、
航
空
機
の
タ

イ
ヤ
と
の
摩
擦
を
増
大
す
る
た
め
、グ
レ
ー
チ

ン
グ
と
同
様
の
溝
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

私
が
搭
乗
し
た
航
空
機
の
離
着
陸
は
、
風

向
き
と
の
関
係
に
よ
り
南
側
か
ら
で
、
こ
の

箇
所
を
滑
走
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
プ
レ

ー
ト
に
残
さ
れ
た
タ
イ
ヤ
跡
か
ら
、
継
ぎ
手

部
で
も
支
障
な
く
航
空
機
が
走
行
し
て
い
る

と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

お
わ
り
に

こ
の
ほ
か
、
ス
ラ
ブ
に
砕
石
を
吹
き
付
け

て
着
陸
帯
と
し
、
滑
走
路
を
逸
脱
し
た
航
空

機
は
外
周
の
二
列
の
フ
ェ
ン
ス
で
止
め
る
な

ど
、
桟
橋
構
造
を
採
用
し
た
こ
と
に
依
る
工

夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

世
界
に
例
を
見
な
い
構
造
を
採
用
し
、
そ

の
た
め
に
生
じ
た
課
題
に
果
敢
に
取
り
組
ん

だ
フ
ン
シ
ャ
ル
空
港
拡
張
事
業
の
視
察
は
、

新
技
術
へ
挑
戦
す
る
意
気
込
み
に
触
れ
る
こ

と
が
出
来
た
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

桟
橋
の
支
柱
構
造

フンシャル空港（北側からの全景）

継
ぎ
手

林立する支柱群

桟橋中央の継ぎ手

■
取
材
・
文
／

（
財
）
沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

理
事
　
中
野

勉
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「
港
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
研
究
会
」
設
置

【
Ｈ
14
・
８
・
27
】
国
土
交
通
省
港
湾
局
は
、

有
識
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
港
の
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
研
究
会
」（
委
員
長
　
近

藤
健
雄
　
日
本
大
学
理
工
学
部
海
洋
建
築

工
学
科
教
授
）
を
設
置
し
て
、
高
齢
者
や

交
通
弱
者
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
人
に
使
い

や
す
い
、
安
全
で
快
適
な
「
み
な
と
」
の

空
間
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
同
研
究
会
の
提
言

と
し
て
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
活

か
し
た
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
」

を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

同
研
究
会
で
は
、
他
地
域
に
お
い
て

「
港
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
の
導
入

に
取
り
組
む
上
で
参
考
と
な
る
よ
う
に
、

地
域
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
団
体
、
福

祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
交
通
事
業
者
、

市
町
村
職
員
、
県
職
員
な
ど
の
多
様
な
主

体
の
参
画
の
も
と
、
隠
岐
、
長
崎
、
広
島

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
現
場
の

生
の
声
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
参
加
者

と
合
意
形
成
を
図
り
つ
つ
、
調
査
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
を
踏
ま
え
た
「
港
の
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

理
念
の
み
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
の
実
際
の
み
な
と
づ
く
り
へ
の
展

開
、
実
践
に
あ
た
っ
て
の
具
体
的
な
取
組

み
な
ど
に
つ
い
て
提
言
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、
あ
ら
ゆ

る
人
が
安
心
し
て
利
用
で
き
、
ま
た
行
き

た
い
と
思
え
る
よ
う
な
「
み
な
と
づ
く
り
」

が
大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

み
な
と
を
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ポ
ー
ト
」

と
位
置
づ
け
て
お
り
、
そ
の
実
現
の
た
め

に
は
、「
安
全
」「
円
滑
」「
文
化
」「
健
康
」

「
環
境
」
の
五
つ
の
柱
、
①
み
ん
な
で
考
え
、

改
善
す
る
み
な
と
、
②
安
全
・
円
滑
に
移

動
で
き
る
み
な
と
、
③
必
要
な
情
報
が
す

ぐ
わ
か
る
み
な
と
、
④
使
い
や
す
い
施

設
・
設
備
が
あ
る
み
な
と
、
⑤
人
と
人
が

支
え
合
う
み
な
と
、
⑥
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
み
な
と
、
⑦
自
然
環
境
と
調
和
し

た
み
な
と
、
の
七
つ
の
視
点
に
留
意
し
な

が
ら
具
体
的
な
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
地
域
の
個
性
的
な

発
展
を
支
え
る
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、
こ
の
提
言
を
参
考
に
「
港
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
の
導
入
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

関
空
二
期
事
業
現
地
着
工

三
周
年
記
念
行
事
開
催

【
Ｈ
14
・
９
・
10
】
関
西
国
際
空
港
用
地
造

成（
株
）は
、
関
西
国
際
空
港
二
期
事
業
の

現
地
着
工
三
周
年
を
記
念
し
て
関
係
者
を

招
き
、
見
学
船
に
よ
る
二
期
工
事
現
場
海

域
か
ら
の
見
学
会
、
ホ
テ
ル
日
航
関
西
空

港
「
白
鳥
の
間
」
に
て
御
巫
清
泰
社
長
か
ら

工
事
請
負
関
係
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、
同

ホ
テ
ル
「
鶴
の
間
」
で
の
工
事
報
告
や
鏡

開
き
な
ど
の
一
連
の
記
念
行
事
を
開
催
し

ま
し
た
。

二
期
事
業
の
護
岸
築
造
工
事
は
、
平
成

十
四
年
八
月
八
日
に
、
作
業
船
が
出
入
り

す
る
開
口
部
を
除
き
、
十
二
・
一
km
が
完

成
。
埋
立
工
事
も
進
み
、
八
月
十
七
日
現

在
の
空
港
島
陸
化
面
積
は
約
七
十
一
ha
、

進
捗
率
約
五
十
五
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

「
美
し
い
国
土
の
創
造
」に
関
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

【
Ｈ
14
・
９
・
18
】
国
土
交
通
省
国
土
技
術

政
策
総
合
研
究
所
は
、「
美
し
い
国
土
の
創

造
」
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ア
ジ
ュ

ー
ル
竹
芝
（
東
京
・
港
区
）
に
お
い
て
、
約

三
〇
〇
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
福
手
勤
副

所
長
が
挨
拶
。「
国
総
研
で
は
、
美
し
く
安

全
で
活
力
の
あ
る
国
土
の
実
現
に
関
す
る

三
つ
の
基
本
課
題
と
し
て
、
①
時
代
に
即

し
た
社
会
資
本
の
整
備
・
運
営
の
あ
り
方
、

②
美
し
い
国
土
の
実
現
、
③
豊
さ
と
ゆ
と

り
が
感
じ
ら
れ
る
生
活
環
境
・
都
市
環
境

の
形
成
―
を
掲
げ
て
い
る
。
特
に
美
し
い

国
土
の
創
造
に
重
点
を
置
い
て
お
り
、
そ

の
た
め
に
も
時
代
を
越
え
て
受
け
継
が
れ

る
国
土
を
つ
く
る
仕
組
み
づ
く
り
の
検
討

が
必
要
だ
。
長
い
時
間
を
か
け
て
具
体

的
・
実
用
的
な
技
術
開
発
研
究
を
推
進
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
国
土
交
通
省

の
青
山
俊
樹
事
務
次
官
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
国
土
交
通
省
と
し
て
も
美
し
く
良
好
な
環

境
の
保
全
と
創
造
を
政
策
目
標
の
ひ
と
つ

に
掲
げ
て
お
り
、
こ
の
目
標
は
実
現
ま
で

に
非
常
に
時
間
が
か
か
る
課
題
で
あ
る
た

め
も
っ
と
も
力
を
入
れ
て
推
進
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
そ
れ
ぞ
れ
が
よ
り
美
し
い
国
土
を
つ

く
ろ
う
と
い
う
意
識
や
想
い
を
我
々
の
仕

事
で
実
践
す
る
よ
う
願
う
。

公
共
事
業
の
ベ
ク
ト
ル
が
美
し
い
も
の

を
求
め
る
と
い
う
方
向
に
向
っ
て
い
る
の
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だ
と
自
信
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」

と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
川
勝
平
太
国
際
日
本

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
が
『
国
土
デ
ザ

イ
ン
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
』
と
題
し
て
講
演
。

「
我
が
国
の
物
質
的
な
美
し
さ
は
水
に
去
来

す
る
も
の
だ
と
い
え
る
。
水
は
見
た
目
に

き
れ
い
か
汚
い
か
す
ぐ
わ
か
る
。
き
れ
い

な
水
は
美
し
い
国
土
づ
く
り
の
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
だ
。

国
土
デ
ザ
イ
ン
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
国
民
の

た
め
の
国
土
計
画
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

近
年
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
対

応
し
た
多
自
然
居
住
地
域
の
提
供
な
ど
、

美
し
い
生
活
様
式
を
造
り
、
公
務
員
が
率

先
し
て
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
も
必
要
。

美
の
崇
高
さ
が
持
っ
て
い
る
も
の
の
一

典
型
と
し
て
の
水
を
物
質
的
に
き
れ
い
に

す
る
こ
と
や
、
日
本
の
顔
で
あ
る
首
都
東

京
を
美
し
い
首
都
に
す
る
主
役
は
国
土
交

通
省
と
国
総
研
だ
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、『
後
世
に
伝
え
る
べ
き
美
し
い
国
土
と

は
』
を
テ
ー
マ
に
、
篠
原
修
・
東
大
教
授

が
司
会
を
務
め
、
辰
濃
和
男
・
日
本
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
専
務
理
事
、
国
吉
直

行
・
横
浜
都
市
デ
ザ
イ
ン
室
長
、
石
川
幹

子
・
慶
応
義
塾
大
学
教
授
、
奥
野
晴
彦
・

国
総
研
所
長
が
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

第
三
回
北
東
ア
ジ
ア

港
湾
局
長
会
議
開
催

【
Ｈ
14
・
９
・
12
〜
18
】
日
中
韓
三
国
の

「
北
東
ア
ジ
ア
港
湾
局
長
会
議
」
が
北
京
市

（
中
華
人
民
共
和
国
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
月
十
二
〜
十
八
日
の
期
間
中
、

同
会
議
の
関
連
会
議
と
し
て
、「
第
一
回
北

東
ア
ジ
ア
港
湾
協
会
会
長
会
議
」（
十
四
日
）

が
長
江
三
峡
で
、「
第
三
回
北
東
ア
ジ
ア
港

湾
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
十
七
日
）
が
上
海
市

で
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

港
湾
局
長
会
議
で
は
、「
相
互
の
発
展
に

向
け
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
―
二

十
一
世
紀
の
北
東
ア
ジ
ア
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
―
」
と
題
し
て
、
各

国
の
港
湾
関
連
の
話
題
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
発
展
の
た
め

に
港
湾
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、「
協
調

と
競
争
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
各
国
か
ら
引

き
続
き
高
質
な
港
湾
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

向
け
て
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
表
明
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
港
湾
施
設
に
対
す
る
テ
ロ
対
策

な
ど
三
国
で
共
通
す
る
課
題
に
つ
い
て
、

同
会
議
及
び
そ
の
他
の
機
会
を
活
用
し
て
、

積
極
的
に
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
二
つ
の
共
同
研
究
作
業
部

会
（
Ｗ
Ｇ
１：

北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
海

運
物
流
コ
リ
ド
ー
の
将
来
の
発
展
、
Ｗ
Ｇ

２：

港
湾
建
設
に
関
す
る
技
術
基
準
の
国

際
標
準
化
）
か
ら
、
作
業
進
捗
状
況
、
今

後
の
作
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
行

わ
れ
、
と
も
に
三
国
に
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

共
同
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
次
回
の

第
四
回
北
東
ア
ジ
ア
港
湾
局
長
会
議
で
報

告
さ
れ
る
予
定
で
す
。

同
会
議
の
参
加
者
は
次
の
通
り
で
す
。

・
日
本
側：

金
澤
　
寛
　
国
土
交
通
省
港
湾
局
長

以
下
七
名

・
中
国
側：

蘇
　
新
剛
　
交
通
部
水
運
司
長
以
下

十
二
名

・
韓
国
側：

李
　
鐘
天
　
海
洋
水
産
部
港
湾
局
長

以
下
四
名

ま
た
、
同
会
議
で
の
発
表
者
と
テ
ー
マ

は
次
の
通
り
で
す
。

・
「
北
東
ア
ジ
ア
の
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
下
に
お
け
る
日
本

の
港
湾
整
備
政
策
」

藤
田
佳
久
　
国
土
交
通
省
港
湾
局

建
設
課
　
国
際
業
務
課
長

・
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
物
流
時
代
に
お
け

る
韓
国
の
港
湾
施
策
の
戦
略
」

李
　
容
基
　
韓
国
　
海
洋
水
産
部

港
湾
局
　
港
湾
政
策
課
長

・
「
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
北
東
ア
ジ

ア
地
域
の
港
湾
間
の
協
力
と
発
展
」

李
　
忠
奎
　
中
国
　
交
通
部

科
学
研
究
院
　
副
研
究
員

来
年
度
の
第
四
回
北
東
ア
ジ
ア
港
湾
局

長
会
議
及
び
そ
の
関
連
会
議
は
、
東
京
と

新
潟
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

平
成
十
四
年
度

港
湾
空
港
技
術
講
演
会
開
催

【
Ｈ
14
・
10
・
２
】
国
土
交
通
省
国
土
技
術

政
策
総
合
研
究
所
と
独
立
行
政
法
人
港
湾

空
港
技
術
研
究
所
の
共
催
に
よ
り
、「
平
成

十
四
年
度
港
湾
空
港
技
術
講
演
会
」
が
発

明
会
館
ホ
ー
ル
（
東
京
・
港
区
）
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
テ
ー
マ
と
講
師
の
方
は
次
の
通
り

で
す
。

・
「
環
境
施
策
評
価
の
た
め
の
Ｃ
Ｖ
Ｍ

―
船
舶
事
故
に
よ
る
流
出
油
対
策
を

事
例
に
―
」

鈴
木
　
武
　
国
土
交
通
省
国
土
技
術

政
策
総
合
研
究
所
　
沿
岸
海
洋
研
究

部
　
沿
岸
域
シ
ス
テ
ム
研
究
室
長

・
「
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
流
動
モ
デ
ル

の
構
築
と
港
湾
整
備
の
評
価
に
つ
い

て
」

渡
部
富
博
　
国
土
交
通
省
国
土
技
術

政
策
総
合
研
究
所
　
港
湾
研
究
部

港
湾
シ
ス
テ
ム
研
究
室
長

・
「
軟
弱
地
盤
着
底
式
く
し
形
構
造
物

の
設
計
法
の
合
理
化
」

菊
池
喜
昭
　
独
立
行
政
法
人
港
湾
空

港
技
術
研
究
所
　
地
盤
・
構
造
部

基
礎
工
研
究
室
長

・
「
港
空
研
で
の
干
潟
研
究
―
精
度
良

い
浄
化
力
の
推
定
を
目
指
し
て
」

中
村
由
行
　
独
立
行
政
法
人
港
湾
空

港
技
術
研
究
所
　
海
洋
・
水
工
部

沿
岸
生
態
研
究
室
長

・
「
港
湾
設
計
に
お
け
る
波
浪
変
形
計

算
手
法
の
発
展
と
そ
の
活
用
に
つ
い

て
」

平
山
克
也
　
独
立
行
政
法
人
港
湾
空

港
技
術
研
究
所
　
海
洋
・
水
工
部

波
浪
研
究
室
　
研
究
官

・
「
バ
イ
ラ
テ
ラ
ル
把
持
技
術
の
開
発

に
つ
い
て
」

内
海
　
真
　
独
立
行
政
法
人
港
湾
空

港
技
術
研
究
所
　
施
工
・
制
御
技
術

部
　
制
御
技
術
研
究
室
　
研
究
官
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沿岸域における海洋深層水の
活用に関する研究
～海洋深層水 Q&A～

深
層
水
と
い
う
と
海
洋

の
深
層
を
一
〇
〇
〇
年
オ

ー
ダ
ー
で
大
き
く
循
環
す

る
海
洋
学
で
い
う
深
層
水
を
想
起
さ
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
海
洋
学
に
お
け
る
「
深
層
水
」

で
は
な
く
、
資
源
利
用
を
前
提
と
す
る

海
洋
深
層
水
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

海
洋
深
層
水
は
太
陽
の
光
が
届
く
水

面
に
近
い
層
（
こ
れ
を
有
光
層
と
い
い

ま
す
）
よ
り
も
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
海

水
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
現
在
は
、
水

深
二
〇
〇
ｍ
以
深
を
対
象
と
す
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。
海
洋
深
層
水
の
水

質
的
な
特
徴
と
し
て
は
、
①
富
栄
養
性
、

②
清
浄
性
、
③
低
温
性
、
④
安
定
性
が

挙
げ
ら
れ
、
循
環
的
な
資
源
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

富
栄
養
性
に
つ
い
て
は
、
植
物
の
成

長
に
必
要
な
リ
ン
酸
塩
や
硝
酸
塩
な
ど

の
無
機
栄
養
塩
類
が
豊
富
で
、
自
然
界

に
存
在
す
る
ほ
と
ん
ど
の
元
素
が
ほ
ぼ

一
定
の
組
成
比
率
で
存
在
し
て
い
る
こ

海
洋
深
層
水
と
は
？

と
が
特
徴
で
す
。

次
に
、
清
浄
性
に
つ
い
て
は
、
水
質

を
悪
化
さ
せ
る
有
機
物
が
少
な
い
こ
と

と
、
有
害
な
働
き
を
す
る
細
菌
や
バ
ク

テ
リ
ア
な
ど
が
少
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

有
光
層
で
は
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が

生
産
さ
れ
、
そ
れ
を
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
が
捕
食
し
、
さ
ら
に
高
次
の
生
産
へ

と
い
う
よ
う
に
、
栄
養
塩
は
有
機
物
と

し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
有
機
栄
養
塩
類
が
沈
降
す
る
過

程
で
無
光
層
に
達
す
る
と
、
植
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
の
生
産
が
な
く
な
り
、
有
機
物

か
ら
無
機
物
へ
の
分
解
が
支
配
的
に
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
深
層
水
で
は
栄
養

塩
類
は
無
機
物
と
し
て
存
在
し
ま
す
。

ま
た
、
有
害
な
働
き
を
す
る
細
菌
や

バ
ク
テ
リ
ア
は
有
機
物
を
栄
養
源
と
す

る
た
め
、
無
光
層
で
は
非
常
に
少
な
く

な
り
ま
す
。

深
層
で
は
気
象
や
海
象
条
件
の
影
響

や
人
間
の
活
動
の
影
響
を
受
け
に
く

く
、
太
陽
輻
射
に
よ
る
熱
の
授
受
が
行

わ
れ
に
く
く
な
る
た
め
、年
間
を
通
し
て

安
定
し
て
水
温
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
温
は
水
深
が
深
く
な
る
ほ

ど
低
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
深
層
で
は
化
学
変
化
が
起

先
に
述
べ
た
よ
う
に
海

洋
深
層
水
は
、
色
々
な

特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
最
初
に
利
用
さ
れ
た
の
が
、

水
温
が
低
い
と
い
う
性
質
で
す
。
こ
の

性
質
を
利
用
し
て
表
層
の
海
水
と
の
温

度
差
を
利
用
し
て
発
電
を
行
う
研
究
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
温
度
差

発
電
の
発
電
コ
ス
ト
が
高
い
た
め
発
電

だ
け
で
は
な
く
そ
の
ほ
か
の
利
用
を
併

せ
て
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。深

層
水
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
富

栄
養
性
に
着
目
さ
れ
た
利
用
と
し
て

は
、
水
産
利
用
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
海

洋
深
層
水
は
無
機
の
栄
養
塩
が
多
い
こ

海
洋
深
層
水
を
資
源

と
し
て
考
え
た
と
き
の

研
究
の
流
れ
と
し
て
は
、

一
八
八
一
年
フ
ラ
ン
ス
の
ダ
ル
ソ
ン
パ

ー
ル
に
よ
っ
て
海
洋
温
度
差
発
電
の
ア

イ
デ
ア
を
発
表
さ
れ
た
の
が
は
じ
ま
り

で
す
。
温
度
差
発
電
の
研
究
は
一
九
三

〇
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
で
発
電
実
験
が
成

功
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
正
味
の
発
電

が
行
わ
れ
た
の
は
一
九
七
九
年
で
、
ハ

ワ
イ
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本

で
は
、
一
九
七
四
年
か
ら
通
産
省
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
研
究
が
開
始
さ

れ
、
一
九
八
一
年
に
東
京
電
力
な
ど
に

海
洋
深
層
水
利
用
に

関
す
る
研
究
の
歴
史
？

こ
り
に
く
く
な
る
た
め
水
質
の
変
動
が

小
さ
く
、
安
定
し
た
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
物
質
循
環
に
よ
っ
て
生
じ

る
も
の
で
あ
り
、
自
然
の
営
力
に
よ
っ

て
数
カ
月
オ
ー
ダ
ー
と
い
う
比
較
的
短

期
間
で
常
に
再
生
さ
れ
る
の
で
、
海
洋

深
層
水
は
循
環
資
源
と
見
る
こ
と
が
で

ま
す
。

よ
っ
て
ナ
ウ
ル
で
一
〇
〇
kW
の
発
電
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
以
外
の
資
源
の
研

究
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
よ
っ
て
一

九
六
七
年
に
利
用
概
念
が
提
案
さ
れ
、

一
九
七
九
年
に
は
実
海
域
で
の
取
水
を

行
っ
て
利
用
研
究
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
そ
の
後
あ
ま
り
研
究
が

進
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
が
国
で

は
、
一
九
七
六
年
に
海
洋
科
学
技
術
セ

ン
タ
ー
に
よ
っ
て
利
用
研
究
が
開
始
さ

れ
、
一
九
八
九
年
に
は
わ
が
国
初
の
深

層
水
利
用
実
験
施
設
が
高
知
県
に
設
立

さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
知
県
海
洋
深
層

水
研
究
所
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
民
間
の
研
究
機
関
な
ど
も
参
加
し
、

水
産
・
冷
房
な
ど
の
研
究
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
各
地
に

深
層
水
利
用
施
設
が
建
設
さ
れ
、
実
際

の
利
用
と
と
も
に
各
種
の
利
用
研
究
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

海
洋
深
層
水
の
利
用
？

熊石深層水利用計画�
（一部試験取水開始）�

羅臼固有水利用計画�
（一部事業化開始）�

岩内町深層水利用計画�
（一部試験取水開始）�

岩手県  宮古�

三浦沖（油壷）三浦ディーエスダブリュ（株）�
（事業化開始）�

千葉県  鴨川�

駿河湾深層水総合利用推進事業計画�
（事業開始予定）�

新潟県  佐渡�
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現
在
わ
が
国
に
お
い
て

は
各
地
で
海
洋
深
層
水
の

取
水
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
取
水
場
所
を
図
―
１
に
示
し
ま
す
。

さ
き
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
海
洋
深
層

水
を
起
爆
剤
に
地
域
振
興
を
と
考
え
る

と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
海

洋
深
層
水
関
連
商
品
の
需
要
と
供
給
の

バ
ラ
ン
ス
は
飽
和
状
態
に
近
く
、
新
た

わ
が
国
に
お
け
る

海
洋
深
層
水
取
水
地
点
？

�

Ｕ
Ｊ
Ｎ
Ｒ
【T

h
e
U
n
ite
d
S
ta
te
s
-

Jap
an
C
o
o
p
erative

P
ro
g
ram

in
N
atu
ral
R
eso
u
rces

】
天
然
資
源
の
開

発
利
用
に
関
す
る
日
米
会
議

Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
パ
ネ
ル
【C

o
astal

E
n
vrio
n
-

m
en
t
S
cien

ce
an
d
T
ech
n
o
lo
g
y

P
an
el

】
沿
岸
環
境
科
学
技
術
専
門
部
会

Ｕ
Ｊ
Ｎ
Ｒ
は
天
然
資
源
の
分
野
で
情

報
、
専
門
家
、
技
術
資
料
、
及
び
研
究
施

設
を
交
換
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
日
米

政
府
間
会
議
で
、
現
在
十
八
の
専
門
部
会

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
パ
ネ

ル
は
こ
の
専
門
部
会
の
一
つ
で
、
九
六
年

に
発
足
し
た
一
番
新
し
い
部
会
。

取
り
扱
う
研
究
分
野
は
、
①
生
態
系
に

配
慮
し
た
沿
岸
施
設
と
ミ
チ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
、
②
汚
染
海
水
・
底
質
の
修

復
・
浄
化
技
術
、
③
沿
岸
環
境
保
全
と
水

生
生
物
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
パ
ネ
ル
の
公
式
な
情
報

交
換
の
場
と
し
て
二
年
に
一
度
、
日
本
と

米
国
で
交
互
に「
共
同
部
会
会
合
」を
開
催

し
て
お
り
、
第
三
回
と
な
る
今
回
は
日
本

側
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
両

国
か
ら
一
名
出
さ
れ
る
議
長
は
、
米
国
か

ら
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ダ
ビ
ッ
ド

ソ
ン
米
国
商
務
省
海
洋
大
気
庁
海
洋
サ
ー

ビ
ス
・
沿
岸
域
管
理
局
長
が
、
日
本
側
か

ら
は
独
立
行
政
法
人
港
湾
空
港
技
術
研
究

所
の
小
和
田
亮
理
事
長
が
務
め
ま
し
た
。

Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
【N

atio
n
al
O
cean

ic
an
d

A
tm
o
s
p
h
e
ric
A
d
m
in
is
tra
tio
n

U
.S
.D
ep
artm

en
t
o
f
C
o
m
m
erce

】

米
国
商
務
省
海
洋
大
気
庁

Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
は
米
国
商
務
省
の
九
つ
の
庁

の
中
の
一
つ
で
「
海
洋
大
気
」
部
門
に
つ

い
て
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
米
国
の

全
国
的
な
海
洋
と
大
気
に
つ
い
て
の
環
境

の
変
化
を
予
測
す
る
こ
と
及
び
そ
れ
ら
を

保
護
す
る
こ
と
が
専
門
で
す
。
米
国
海
洋

大
気
庁
の
業
務
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ

り
、
一
つ
目
は
「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
お

よ
び
予
報
」。
正
確
な
気
象
予
報
を
通
じ

て
国
の
経
済
と
環
境
を
公
的
に
保
護
す
る

た
め
に
環
境
の
状
態
を
監
視
し
、
そ
の
評

価
を
行
い
ま
す
。

二
つ
目
は
「
環
境
の
管
理
」。
経
済
的

な
開
発
を
進
め
る
間
、
海
洋
や
沿
岸
域
、

残
存
海
洋
資
源
の
保
護
を
行
う
こ
と
。
等

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
【N

atio
n
alO
cean

S
ervice

】

海
洋
サ
ー
ビ
ス
・
沿
岸
域
管
理
局

Ｎ
Ｏ
Ｓ
は
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
に
属
す
る
の
局
の

う
ち
の
一
つ
で
、
海
洋
サ
ー
ビ
ス
・
沿
岸

域
管
理
に
つ
い
て
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
は
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て

の
海
洋
・
沿
岸
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に

打
ち
出
し
て
お
り
、
①
健
全
性
の
維
持
②

豊
か
な
天
然
資
源
の
確
保
③
利
用
者
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
だ
け
の
環
境
保
全
の
実

行
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
は
海
洋
・
沿
岸
域
の
管
理
を
先

導
す
る
立
場
で
あ
る
た
め
、
基
礎
科
学
技

術
・
維
持
管
理
技
術
・
修
復
技
術
・
航
法

技
術
に
関
す
る
国
家
規
模
で
の
基
盤
作
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
基
礎
科
学
技

術
や
維
持
管
理
技
術
な
ど
の
橋
渡
し
を
行

う
存
在
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ

て
い
ま
す
。

■
文
／

（
財
）沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

調
査
部
　
主
任
研
究
員
　
大
下
英
治

新
し
い
海
洋
深
層
水
の

利
用
を
目
指
し
た
自
主
研

究
と
し
て
、
海
洋
深
層
水

の
低
温
性
、
清
浄
性
に
着
目
し
て
、
海

域
の
浄
化
が
で
き
な
い
か
と
い
う
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

難
し
い
問
題
と
し
て
は
、
無
機
栄
養

塩
類
が
豊
富
だ
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
光
が
届
く
と
こ
ろ
で
は
、
栄

養
塩
の
供
給
に
よ
っ
て
、
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
の
生
産
が
多
く
な
り
そ
れ
を
捕

食
す
る
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
が
増

加
し
、
海
域
の
有
機
物
が
増
え
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

と
か
ら
、
光
を
与
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
植
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
や
海
藻
の
増
殖

に
有
効
と
な
り
ま
す
。
植

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
増
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
動
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
も
増
え
る
た
め
、
そ
れ
を

捕
食
す
る
魚
介
類
の
増
産
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
海
洋
深
層
水
の
低
温

性
を
利
用
し
て
冷
水
魚
介
類
（
大
西
洋

サ
ケ
、サ
ク
ラ
マ
ス
、ク
ロ
ア
ワ
ビ
な
ど
）

や
深
海
性
魚
介
類
（
キ
ン
メ
ダ
イ
、
ホ
タ

ル
イ
カ
、
ア
ン
コ
ウ
な
ど
）
の
飼
育
の
可

能
性
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
水
産
分
野
の
利
用
と
し
て
は
水
揚
げ

し
た
魚
介
類
の
洗
浄
に
海
洋
深
層
水
が

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
分
野
で

は
、
低
温
性
を
利
用
し
た
冷
房
技
術
に

つ
い
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
洋
深
層
水
を
利
用
し
た
地

域
振
興
も
行
わ
れ
、
民
間
企
業
中
心
に

飲
料
水
、
化
粧
品
な
ど
の
製
品
開
発
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

海
洋
深
層
水
は
資
源
と
し
て
は
低
密

度
、
低
品
質
の
資
源
で
す
。
こ
の
た
め
、

海
洋
深
層
水
を
多
段
階
で
利
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
資
源
性
を
最
大
限
に
引
き

出
す
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
財
）沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
海
洋
深
層
水
利

用
の
研
究
？

有
機
物
が
多
く
な
る
こ
と
は
水
質
を

悪
化
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
か
ら
、

こ
れ
を
う
ま
く
避
け
る
工
夫
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

ま
だ
詳
し
い
検
討
を
行
う
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
藻
場

な
ど
を
造
成
し
栄
養
塩
の
吸
収
を
行
う

こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
難
し
い
問
題
は
、
海

洋
深
層
水
を
海
域
浄
化
だ
け
に
用
い
る

の
は
資
源
と
し
て
の
活
用
が
十
分
で
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
前
述
し
ま
し
た

が
、
海
洋
深
層
水
は
低
密
度
の
資
源
で

す
の
で
、
多
段
で
利
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
資
源
と
し
て
の
価
値
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
海
洋

深
層
水
を
海
域
浄
化
だ
け
で
な
く
、
ほ

か
の
利
用
の
仕
方
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
価
値
を
高
め
る
工
夫
が

必
要
と
い
え
ま
す
。

■
文
／

五
洋
建
設
㈱
　
技
術
研
究
所
　

課
長
　
関
本
恒
浩

に
取
水
を
行
い

こ
れ
ま
で
と
同
様

な
深
層
水
商
品
を
送

り
出
す
こ
と
に
よ
っ

て
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、
地
域
振
興
に
寄
与
で

き
な
く
な
る
可
能
性
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。
海
洋
深
層
水
は
循
環
型
で

無
尽
蔵
と
も
い
え
る
資
源
で
す
か
ら
、

も
っ
と
幅
広
く
利
用
す
る
こ
と
を
研
究

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

入善町深層水利用計画�
（事業開始予定）�

富山県海層水利用実用化研究事業�
（事業化開始）�

高知県海洋深層水研究所�
（事業化開始）�

MROTO DEEP SEA WORLD計画�
（事業化開始）�

鹿児島県  下甑村�

三重県  尾鷲�

海ヤカラ2000号�
（事業化開始）�

沖縄県海洋深層水研究開発事業�
（事業化開始）�

国頭村�

恩納村�

JOIA滑川市取水ポイント�

図―１　深層水計画全国分布図
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コ
ー
ス
タ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

２
０
０
２
開
催

平
成
十
四
年
十
月
四
日（
金
）、東
条
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
パ

レ
ス（
東
京
・
千
代
田
区
）に
お
い
て
「
コ
ー
ス
タ
ル
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
２
０
０
２
〜（
財
）沿
岸
開
発
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
研
究
論
文
報
告
会
〜
」を
開
催
し
ま
し
た
。

国
の
研
究
機
関
、港
湾
管
理
者
、
民
間
企
業
な
ど
、
全

国
各
地
よ
り
多
数
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

報
告
会
の
は
じ
め
に
、
来
賓
と
し
て
国
土
交
通
省
大

臣
官
房
川
島
技
術
総
括
審
議
官
よ
り
ご
挨
拶
の
お
言
葉

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
、「
沿
岸
セ
ン
タ
ー
研
究
論
文
集
No.
２
（
２
０

０
２
）」
よ
り
十
編
を
抜
粋
し
、
発
表
を
行
い
、
質
疑
応

答
で
は
、
技
術
的
な
質
問
や
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
。

本
論
文
集
は
１
０
０
０
円
（
印
刷
費
等
実
費
）
に
て
販

布
し
て
お
り
ま
す
の
で
総
務
部
迄
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

「
テ
ク
ノ
オ
ー
シ
ャ
ン

２
０
０
２
冠
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

開
催
ご
案
内

来
る
平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
日
（
水
）〜
二
十
二
日

（
金
）に
神
戸
国
際
展
示
場
に
お
い
て
テ
ク
ノ
オ
ー
シ
ャ

ン
２
０
０
２
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
当
沿
岸
セ

ン
タ
ー
で
は
冠
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
ゆ
か
り
の
深
い
三

名
の
先
生
を
お
招
き
し
て
、
左
記
の
通
り
「
沿
岸
域
の
持

続
的
発
展
を
支
え
る
新
技
術
」
と
題
し
て
講
演
会
を
実

施
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
案
内
致
し
ま
す
。

ま
た
、
テ
ク
ノ
オ
ー
シ
ャ
ン
２
０
０
２
で
は
、
ブ
ー

ス
展
示
等
も
実
施
し
て
お
り
、
当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
も
数

値
波
動
水
路
（
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｓ
―
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｆ
）
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
出
展
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

開
催
日：

平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
二
日
（
金
）

十
三：

〇
〇
〜
十
五：

〇
〇

場
　
所：

神
戸
国
際
展
示
場
（
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
内
）
２
号
館
３
階
３
Ａ
会
議
室

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
六
―
十
一
―
一

費
　
用：

無
　
料

講
師
及
び
講
演
内
容：

・
「
海
洋
に
お
け
る
新
形
式
基
礎
―
サ
ク
シ
ョ
ン
基
礎

の
現
状
と
課
題
―
」

善
　
功
企
　
九
州
大
学
大
学
院
　
工
学
研
究
院

建
設
デ
ザ
イ
ン
部
門
　
教
授

・
「
都
市
防
災
の
た
め
の
大
型
水
門
計
画
」

清
宮
　
理
　
早
稲
田
大
学
　
理
工
学
部

土
木
工
学
科
　
教
授

・
「
沿
岸
に
お
け
る
開
発
と
環
境
に
関
す
る
最
近
の
話

題
―
沿
岸
開
発
と
環
境
お
よ
び
最
近
の
沿
岸
セ
ン
タ

ー
の
研
究
動
向
―
」

鶴
谷
　
広
一
　
東
海
大
学
海
洋
研
究
所
　
教
授

（
前
（
財
）
沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
　
理
事
）

国
土
技
術
研
究
協
議
会
総
会

平
成
十
四
年
九
月
十
八
日
（
水
）、
ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝

（
東
京
・
港
区
）
に
お
い
て
、
当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
、（
社
）

建
築
研
究
振
興
協
会
、（
財
）
国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
、

（
財
）
土
木
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
起
人
団
体
と
な
り
、
国

土
技
術
に
関
わ
る
技
術
の
研
鑚
や
普
及
等
、
幅
広
い
活

動
を
行
い
、
も
っ
て
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
、
美
し
く
安
全
で
活
力
あ
る
国
土
づ
く
り
の
促
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
国
土
技
術
研
究
協
議
会
」

が
設
立
さ
れ
、
設
立
総
会
な
ら
び
に
第
一
回
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

「
技
術
講
演
会
in
広
島
」

開
催
ご
案
内

当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
で
は
、
我
が
国
の
沿
岸
域
の
開
発
、

利
用
、
保
全
に
係
る
分
野
に
お
け
る
技
術
開
発
を
目
指

し
て
、
全
国
各
地
の
多
様
な
テ
ー
マ
の
調
査
研
究
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
研
究
の
成
果
を
国
土
交
通
省
国

土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
・
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整

備
局
・
独
立
行
政
法
人
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
主
催
の

「
港
湾
空
港
技
術
特
別
講
演
会
in
広
島
」
に
合
わ
せ
て
、

左
記
の
通
り
技
術
講
演
会
と
し
て
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
く
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

開
催
日：

平
成
十
四
年
十
一
月
十
九
日
（
火
）

十
〇：

三
〇
〜
十
二：

〇
〇

場
　
所：

ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ
　
中
ホ
ー
ル

広
島
市
中
区
加
古
町
四
番
十
七
号

費
　
用：

無
　
料

講
演
内
容：

・
「
沿
岸
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
む
自
主
・
補
助
・
共
同

研
究
の
概
要
」

・
「
港
湾
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」

・
「
高
潮
対
策
用
大
型
水
門
の
海
外
事
例
調
査
」

・
「
超
軽
量
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い
た
浮
体
構
造
物
の

研
究
（
２
）」

■
お
問
い
合
わ
せ：

当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
企
画
部

「
技
術
講
演
会
ｉ
ｎ
広
島
」
係
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
三
―
三
二
三
四
―
五
八
六
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
―
三
二
三
四
―
五
八
七
七

第
十
九
回

創
立
記
念
特
別
講
演
会

平
成
十
四
年
九
月
二
十
七
日
（
金
）、
日
本
海
運
倶

楽
部
（
東
京
・
千
代
田
区
）
に
お
い
て
、
第
十
九
回
創

立
記
念
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
当

沿
岸
セ
ン
タ
ー
の
江
頭
審
議
役
が
、
前
国
土
交
通
省
九

州
地
方
整
備
局
長
と
し
て
の
港
湾
、
空
港
行
政
の
最
前

線
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、「
地
方
か
ら
見
た
国
土
政
策

に
つ
い
て
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

特
別
講
演
会
終
了
後
、
当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
役
職
員
及

び
関
係
者
に
よ
り
、
第
十
九
回
創
立
記
念
懇
親
会
を
和

や
か
に
執
り
行
い
ま
し
た
。

第１回総会より論文発表風景
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（財）沿岸開発技術研究センター
本研究センターは、昭和58年９月に設立された国土交通省（前
運輸省）所轄の財団法人です。
本研究センターは、沿岸域の開発・利用・保全に係る分野の技
術開発と、その技術の活用と普及を目指した研究組織です。
本研究センターは、必要に応じて国土交通省国土技術政策総合
研究所、独立行政法人港湾空港技術研究所、独立行政法人海上技術
安全研究所の指導を受け、また各界専門家、学識経験者からなる委
員会を組織して事業を実施します。

【役員名簿】
●会 長
千速　晃 社団法人 日本鉄鋼連盟 会長
●理事長
井上興治 常勤
●専務理事
江頭和彦常勤
●常務理事
中山　嵩 常勤
●理 事
石月昭二 財団法人 日本気象協会 会長

磯部雅彦 東京大学大学院新領域創成科学研究科　教授

稲葉興作 社団法人 日本作業船協会 会長

岡野利道 社団法人 日本造船工業会 会長

小川健兒 財団法人 日本海事協会 会長

小沢大造 常勤
坂井順行 特定非営利活動法人　リサイクル

ソリューション　理事長

酒匂敏次 東海大学　海洋学部 教授

須賀龍郎 鹿児島県知事
瀬田悌三郎 財団法人 東京港埠頭公社 理事長

仙波　惇 財団法人 大阪港埠頭公社 理事長

土屋　勲 常勤
中野　勉 常勤
中村英夫 財団法人 運輸政策研究機構 副会長

平山征夫 新潟県知事
藤　洋作 電気事業連合会　会長
藤野慎吾 社団法人 日本港湾協会 会長

前田　進 港湾技術コンサルタンツ協会 会長

御巫清泰 関西国際空港株式会社　代表取締役社長

水野廉平 社団法人 日本埋立浚渫協会 会長

吉田宏一郎 東海大学　海洋学部　教授

●監 事
石渡友夫 社団法人　ウォーターフロント開

発協会　顧問

設楽邦夫
●顧 問
松本輝壽
廣田孝夫
合田良実

【有識者による技術研究諮問会議】
石原研而 中央大学　特任教授
奥村樹郎 国際航路協会日本部会事務局長
合田良実 横浜国立大学 名誉教授

小林正樹 小林ソフト化研究所（株）代表取
締役所長

酒匂敏次 東海大学 海洋学部　教授

柴田　徹 福山大学 工学部建設環境工学科　教授

菅原照雄 北海道大学 名誉教授

須田　　 交通政策審議会港湾分科会 会長

竹内良夫 株式会社 竹内良夫事務所 社長

長瀧重義 東京工業大学　名誉教授
中村英夫 財団法人 運輸政策研究機構 副会長

野田節男 国際航路協会 副会長

堀川清司 武蔵工業大学 学長

堀口孝男 東京都立大学 名誉教授

吉田宏一郎 東海大学 海洋学部　教授

吉田信夫 福岡大学 工学部土木工学科　教授

【平成１４年１０月２９日現在】

埋
ト
ン
ネ
ル
の
設
計
、
施
工
に
活
用
さ
れ
、
安
全
か
つ

経
済
的
な
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
に
資
す
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

●
発
行：

（
財
）沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

●
定
価：

７
０
０
０
円
（
税
・
送
料
込
）

Ａ
４
判
／
２
４
３
ペ
ー
ジ

■
出
版
物
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
総
務
部
書
籍
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
三
ー
三
二
三
四
ー
五
八
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
ー
三
二
三
四
ー
五
八
七
七

■
今
回
の
対
談
は
、
暑
い
中
で
の
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
で
、
関
係
者
の
皆
様
に

た
い
へ
ん
御
苦
労
を
お
か
け
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
御

愛
読
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
宮
間
俊
一
）

■
こ
れ
か
ら
秋
が
深
ま
り
、
寒
い
季

節
が
到
来
す
る
と
沿
岸
セ
ン
タ
ー
も

繁
忙
期
と
な
り
ま
す
。
次
号
が
編
集

委
員
と
し
て
の
最
後
の
仕
事
に
な
り

ま
す
の
で
、
忙
し
さ
に
負
け
ず
有
終

の
美
を
成
す
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

（
奥
村
耕
之
）

■
今
回
の
対
談
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
り
、
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
の
考
え
方
が
理
解

で
き
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。（大

下
英
治
）

■
編
集
後
記
の
執
筆
に
際
し
、
大
そ

れ
た
文
章
を
書
く
程
の
作
業
を
担
当

し
た
か
、
振
り
返
る
ま
で
も
無
く
、

全
く
何
に
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
毎
度

毎
度
、
他
の
編
集
委
員
の
方
々
に
は

多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
。

（
小
竹
康
夫
）

■
今
号
か
ら
編
集
委
員
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
何
気
な
く
読
ん
で
い

た
機
関
誌
が
多
く
の
方
々
の
ご
苦
労

に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
実

感
で
き
ま
し
た
。

ご
多
忙
の
中
、
執
筆
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

（
古
田
大
介
）

編
集
後
記

沿
岸
開
発
技
術
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
No.
10

「
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル（
改
訂
版
）」

近
年
、
港
湾
に
お
い
て
は
、
港
湾
地
区
内
の
円
滑
な

交
通
確
保
さ
ら
に
は
広
域
的
な
物
流
機
能
の
強
化
の
た

め
、
臨
港
交
通
施
設
の
整
備
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
航
路
・
泊
地
等
を
横
断
す
る
交
通
施
設
の

構
造
形
式
の
一
つ
で
あ
る
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
は
、
橋
梁
や

シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
と
比
較
し
た
場
合
、
大
き
な
支
持

力
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
か
ら
軟
弱
地
盤
に
対
す
る
適

用
性
が
高
い
、
土
被
り
が
小
さ
い
の
で
ト
ン
ネ
ル
延
長

が
短
く
て
済
む
、
桁
下
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
に
よ
り
通
行
船

舶
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
な
ど
の
特
徴
を
有
し
て

い
ま
す
。

当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
六
年
四
月
に
「
沈
埋

ト
ン
ネ
ル
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
発
刊
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
大
阪
港
咲
洲
ト
ン
ネ
ル
や
神
戸
港
港
島
ト
ン

ネ
ル
が
完
成
し
た
ほ
か
、
那
覇
港
、
衣
浦
港
、
新
若
戸

な
ど
で
も
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
・
計
画
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
設
計
・
施
工
に
お
い
て
多
く
の
新
た
な
技
術

が
開
発
、
適
用
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
阪
神
淡

路
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
耐
震
設
計
法
が
見
直
さ
れ
、

こ
れ
ら
を
受
け
て
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
の
最
新
の
設
計
・
施

工
法
を
体
系
的
に
と
り
ま
と
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

本
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
性
能
照

査
設
計
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
施
工
に

関
し
て
は
具
体
的
な
内
容
を
最
新
の
事
例
紹
介
を
含
め

て
詳
述
し
て
い
ま
す
。
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
、
今
後
の
沈

【
出
版
物
の
紹
介
】

沿岸開発技術ライブラリーNo.10

沈埋トンネル技術マニュアル�
（改訂版）�
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